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今今月月のの主主なな内内容容

■■若若桜桜鉄鉄道道 乗乗車車運運動動がが不不可可欠欠

■■ ケケーーブブルルテテレレビビ 意意向向調調査査結結果果

■■ままちちのの話話題題

■■ わわがが村村紹紹介介・・じじげげ自自慢慢

■■ 子子育育ててココララムム｢｢子子育育ててはは窓窓をを開開けけてて」」

　　　　　　　　……… ……… ４～５Ｐ４～５Ｐ

　　　　　　　　　…… …… ６～７Ｐ６～７Ｐ

…………………………… …………………………… ８～９Ｐ８～９Ｐ

……………………　　　　　 …………………… 11Ｐ11Ｐ

　　　　　　　　　　　…… …… 17Ｐ17Ｐ

　　　　　

花花御御所所柿柿のの収収穫穫
日本一甘いと称される花御所柿。今年は台風やひょう日本一甘いと称される花御所柿。今年は台風やひょう
等の被害に遭うことなく豊作でした。等の被害に遭うことなく豊作でした。
花御所柿の栽培の中心地である大御門地区では、柿の収花御所柿の栽培の中心地である大御門地区では、柿の収
穫に大忙しでした。穫に大忙しでした。
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は
な
く
、
ま
た
利
用
促
進
に
よ
る
旅
客
増
加
の
た
め
に
は
、
皆
様
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
真
に
必
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
諸
課
題
を
解
消
し
な
が
ら
、
な
お

一
層
の
活
性
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
八
頭
町
の
将
来
を
見
据
え
た
、
よ
り
効
果
的
な
保
育
・
教
育
体

制
の
実
現
の
た
め
に
、
保
育
所
と
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
適
正

配
置
審
議
会
」
を
設
置
し
、
調
査
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
自
治
体
の
憲
法
と
も
言
わ
れ
る
「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
に
向
け
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
ま
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
を
築
く
た
め
、
住
民
の
方
々
の
定
め
た
基
本
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
、
皆
様
と

の
協
働
に
よ
る
八
頭
町
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
「
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
様
々
な
行
政
課
題
に
的

確
に
対
応
す
る
一
方
で
、
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
が
輝
き
・
集
い
・
夢
広
が
る
ま

ち
」
を
目
指
し
、
今
後
も
引
き
続
き
行
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
町
民
皆
様
の
安
心
、
安
全
、
八
頭
町
の
発
展
の
た
め
、
本
年
も
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
町
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健
勝
で
幸
多
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

八
頭
町
が
誕
生
い
た
し
ま
し
て
、
本
年
四
月
に
は
満
四
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
に
は
町
勢
の
伸
展
に
対
し
ま
し
て
、
多
方
面
に
わ

た
り
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
教
育
の
充
実
に
向
け
た
関
連
施
設
の
整
備
と
し
て
平
成
十
八
年
に
着

手
し
ま
し
た
中
央
中
学
校
改
築
事
業
が
本
年
度
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
、
プ
ー
ル
改

修
を
も
っ
て
全
事
業
完
成
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
遠
隔
地
へ
の
図
書
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
移
動
図
書
館
車
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
面
の
課
題
と
し
ま
し
て
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
の
基
盤
整
備
、
防

災
行
政
無
線
の
更
新
、
情
報
通
信
網
の
整
備
、
中
山
間
地
農
林
業
等
産
業
の
充
実
、

ま
た
学
校
の
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
定
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
現
在
の
ク
ロ
ー
バ
ー

バ
ス
路
線
の
町
営
化
や
、
バ
ス
が
走
っ
て
い
な
い
路
線
の
利
便
性
を
考
え
た
方
策

を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
桜
鉄
道
の
上
下
分
離
方
式
導
入
に
向
け
た
諸
準
備
を
進
め
る
た
め
、
若

桜
町
と
と
も
に
「
若
桜
鉄
道
新
体
制
移
行
準
備
室
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
若
桜

鉄
道
関
連
施
設
に
お
い
て
は
、
文
化
遺
産
と
し
て
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
る
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
す
が
、
新
体
制
へ
の
移
行
は
決
し
て
容
易
で
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平
成　

年
八
頭
町
成
人
式
が
八

20

東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
男
性
１
４
１
名
、
女
性

１
３
５
名
の
２
７
６
名
が
新
た
に
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

中
央
中
学
校
の
校
舎
が
完
成
し

ま
し
た
。
旧
校
舎
は
昭
和　

〜
38

　

年
に
建
築
し
た
も
の
で
、
老

41

朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
改
築
し
た
も

の
で
す
。

明
石
勇
・
須
磨
佳
津
江
ア
ン

カ
ー
を
お
迎
え
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
番
組
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
公

開
録
音
が
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
八
頭
町
誕
生
３
周

年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
の
演

奏
会
が
中
央
中
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

中
央
中
学
校
改
築
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
千
人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。第　

回
交
通
安
全
子
ど
も
自
転

39
車
鳥
取
県
大
会
で
安
部
小
学
校

チ
ー
ム
が
団
体
で
優
勝
し
、
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
郡
家
警
察
署

管
内
代
表
が
鳥
取
県
大
会
で
優
勝
す
る
の

は
始
め
て
の
こ
と
で
す
。

若
桜
鉄
道
関
連
施
設　

件
が
国

23

の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
関
連
施
設
が
一
括

し
て
登
録
さ
れ
た
の
は
全
国
で
初
め
て
の

こ
と
で
す
。

第
４
回
八
頭
町
き
ら
め
き
祭
が

八
東
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
、　

年
代
前
半
に
「
愛
は
か
げ

80

ろ
う
」で
ヒ
ッ
ト
し
た
元『 
雅  
夢 
』の
メ
ン
バ
ー

が 

む

三
浦
和
人
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
Ｆ
Ｍ

山
陰
の
公
開
録
音
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鳥
取
自
動
車
道
開
通
を
記
念
し

て
開
催
さ
れ
る
「
２
０
０
９
鳥

取
・
因
幡
の
祭
典
」
八
頭
町
核

イ
ベ
ン
ト
プ
レ
イ
ヤ
ー
開
幕
式
典
を
「
道

の
駅
は
っ
と
う
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

新
し
い
移
動
図
書
館
車
を
整
備

し
、
遠
隔
地
域
で
巡
回
を
開
始

し
ま
し
た
。
図
書
の
積
載
量
は

従
来
の
約
４
倍
積
め
る
た
め
、
図
書
の
内

容
を
充
実
す
る
こ
と
が
で
き
町
民
に
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

第
３
回
森
下
広
一
杯
八
頭
町
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
船
岡
中
学
校
校

庭
を
発
着
点
と
し
て
開
催
さ
れ
、

過
去
最
高
の
１
０
１
０
名
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
を
除
く
）が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

宝
く
じ
文
化
講
演
会
が
、
ア
グ

ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
「
み
ん
な
地
球
に
生
き
る

ひ
と
」
と
題
し
て
八
東
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

��������	
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5/106/27/67/23

9/7 7/2710/1
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八
頭
町
・
若
桜
町
は
今
後
、

人
口
減
少
と
と
も
に
高
齢
化
が

進
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
平
成

　

年
に
は
、
人
口
に
占
め
る　

42

65

歳
以
上
の
割
合
が　

％
に
迫
る

40

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
出
典：

国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
〕

　

ま
た
、
５
年
後
に
は
八
頭
町

（
旧
八
東
町
）・
若
桜
町
の
高
校

生
数
が
�
に
減
少
し
、　

年
後

15

に
は
半
減
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

〔
出
典：

若
桜
町
・
八
頭
町
年

齢
別
人
口
構
成
（
H　

）〕

20

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
の　

万
人
を
ピ
ー

11

67

ク
に
年
々
減
少
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
年
間　

万
45

人
以
上
の
利
用
が
あ
り
、
特
に

中
学
・
高
校
生
の
通
学
利
用
が

全
体
の
７
割
以
上
を
占
め
る
な

ど
、
沿
線
の
通
学
生
に
と
っ
て

重
要
な
交
通
機
関
で
す
。

　

ま
た
、
J
R
因
美
線
の
鳥
取

〜
郡
家
間
は
、
１
日
あ
た
り
約

４
千
人
も
の
普
通
旅
客
輸
送
を

担
っ
て
お
り
、
そ
の
普
通
列
車

　

往
復
／
日
の
う
ち
、
約
３
割

19に
あ
た
る
６
往
復
を
若
桜
鉄
道

の
車
両
が
担
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

平
成　

年
度
は
団
体
観
光
客

19

等
に
よ
る
収
入
増
も
あ
り
、
赤

字
幅
は
減
少
し
た
も
の
の
、
年

間
４
千
万
円
前
後
の
運
行
赤
字

の
発
生
が
続
い
て
い
ま
す
。
運

用
益
に
よ
る
赤
字
補
て
ん
等
を

目
的
に
６
億
円
の
出
捐
金
及
び

転
換
交
付
金
で
ス
タ
ー
ト
し
た

基
金
も
、
今
年
度
末
に
は
底
を

つ
く
こ
と
が
確
実
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【【【【【【【【【【【【【【【【
若若若若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄
道道道道道道道道道道道道道道道道
のののののののののののののののの
現現現現現現現現現現現現現現現現
状状状状状状状状状状状状状状状状
】】】】】】】】】】】】】】】】

【
若
桜
鉄
道
の
現
状
】

【【【【【【【【【【【【【【【【
過過過過過過過過過過過過過過過過
疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎
化化化化化化化化化化化化化化化化
・・・・・・・・・・・・・・・・
少少少少少少少少少少少少少少少少
子子子子子子子子子子子子子子子子

【
過
疎
化
・
少
子

高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
化化化化化化化化化化化化化化化化
のののののののののののののののの
なななななななななななななななな
がががががががががががががががが
れれれれれれれれれれれれれれれれ
】】】】】】】】】】】】】】】】

　
 
高
齢
化
の
な
が
れ
】
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鉄
道
等
の
経
営
に
お
い
て
、

下
部
（
イ
ン
フ
ラ
）
の
管
理
と

上
部
（
運
行
・
運
営
）
を
行
う

組
織
を
分
離
し
、
下
部
と
上
部

の
会
計
を
独
立
さ
せ
る
方
式
で

す
。

　

一
般
に
は
、
自
治
体
な
ど
が

土
地
や
施
設
な
ど
の
資
産（
下
）

を
保
有
し
、
そ
れ
を
第
三
セ
ク

タ
ー
が
借
り
受
け
る
な
ど
し

て
、
運
行
・
運
営
（
上
）
の
み

を
行
う
営
業
形
態
を
と
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
こ
の
方
式
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
産
の

更
新
も
沿
線
自
治
体
な
ど
が
行

う
た
め
、
非
常
に
効
率
の
良
い

経
営
が
行
な
え
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

○
上
部
分
…
若
桜
鉄
道
㈱
が
車

両
を
保
有
し
、
列
車
運
行
に
専

念
（
た
だ
し
、
鉄
道
施
設
の
保

守
管
理
を
受
託
）

○
下
部
分
…
若
桜
町
・
八
頭
町

が
、
鉄
道
用
地
や
レ
ー
ル
・
踏

切
等
の
鉄
道
施
設
を
若
桜
鉄
道

か
ら
譲
り
受
け
、
各
町
が
属
地

で
施
設
保
有
・
保
守
管
理
（
た

だ
し
、
鉄
道
施
設
の
保
守
管
理

は
若
桜
鉄
道
㈱
へ
委
託
）

　

上
下
分
離
に
移
行
し
、
自
治

体
が
鉄
道
施
設
を
保
有
す
れ

ば
、
若
桜
鉄
道
の
経
営
は
身
軽

に
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し

て
、
上
部
の
経
営
は
黒
字
で
推

移
し
て
い
く
こ
と
が
原
則
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
従

来
か
ら
、
平
成　

年
度
の
決
算

19

を
基
に
し
た
上
下
分
離
の
試
算

で
は
、
鉄
道
（
上
）
の
赤
字
は

3
0
0
万
円
と
な
り
、
あ
と
も

う
少
し
観
光
等
で
が
ん
ば
れ
ば

黒
字
化
も
見
え
て
く
る
、
と
い

う
話
が
新
聞
等
で
も
広
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
上
述
の
と
お
り
、
少

子
化
等
に
よ
る
今
後
の
利
用
者

の
減
少
見
込
み
や
、
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
修
繕
費
等
の
増
大

等
を
加
味
し
な
が
ら
推
計
し
て

み
る
と
、
非
常
に
厳
し
い
見
通
し

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

上
部
の
若
桜
鉄
道
の
経
営
を

成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
国

か
ら
の
補
助
事
業
を
効
果
的
に

取
り
入
れ
、
ま
た
観
光
等
に
よ

る
営
業
努
力
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

　

し
か
し
何
よ
り
も
大
事
な
の

は
、
沿
線
住
民
が
一
体
と
な
っ

た
、
乗
車
運
動
に
よ
る
利
用
促

進
が
、
真
に
必
要
で
す
。

　

以
下
に
、
利
用
促
進
の
実
現

可
能
性
を
示
し
ま
す
。

【【【【【【【【【【【【【【【【
 
【
若若若若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄
道道道道道道道道道道道道道道道道
のののののののののののののののの
存存存存存存存存存存存存存存存存
続続続続続続続続続続続続続続続続
策策策策策策策策策策策策策策策策
】】】】】】】】】】】】】】】】

若
桜
鉄
道
の
存
続
策
】

（（（（（（（（（（（（（（（（
上上上上上上上上上上上上上上上上
下下下下下下下下下下下下下下下下
分分分分分分分分分分分分分分分分
離離離離離離離離離離離離離離離離
方方方方方方方方方方方方方方方方
式式式式式式式式式式式式式式式式
のののののののののののののののの
導導導導導導導導導導導導導導導導
入入入入入入入入入入入入入入入入
））））））））））））））））

    
（
上
下
分
離
方
式
の
導
入
）

【【【【【【【【【【【【【【【【
上上上上上上上上上上上上上上上上
下下下下下下下下下下下下下下下下
分分分分分分分分分分分分分分分分
離離離離離離離離離離離離離離離離
移移移移移移移移移移移移移移移移
行行行行行行行行行行行行行行行行
後後後後後後後後後後後後後後後後

【
上
下
分
離
移
行
後

のののののののののののののののの
収収収収収収収収収収収収収収収収
支支支支支支支支支支支支支支支支
予予予予予予予予予予予予予予予予
測測測測測測測測測測測測測測測測
】】】】】】】】】】】】】】】】

　
　
　

の
収
支
予
測
】

【【【【【【【【【【【【【【【【
住住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民民
運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動
にににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるる
利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用

【
住
民
運
動
に
よ
る
利
用　

促促促促促促促促促促促促促促促促
進進進進進進進進進進進進進進進進
がががががががががががががががが
真真真真真真真真真真真真真真真真
にににににににににににににににに
必必必必必必必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要要要要要要要
でででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすす
】】】】】】】】】】】】】】】】

　

促
進
が
真
に
必
要
で
す
】

��������	
��
����������

���������	
��
��������

��������
������町内全世帯（達成予想割合として若桜町80％、旧八東町50％、旧船岡町・旧郡家町20％で試算）
������３千円/年・世帯　で試算
　　　若桜町  ���������1,555世帯×80％=　 1,244世帯
　　　旧八東町  ��������1,498世帯×50％=　　749世帯
　　　旧船岡・旧郡家町����4,318世帯×20％=　　864世帯
����������	
��
������������

������������	
�����
���������������

���������	��
��

　若桜町から町外への通勤者：850人（うち自動車通勤者　75.2％　　推定約639人）
　八頭町（旧八東町）から町外への通勤者：1,355人（うち自動車通勤者　85.1％　推定約1,153人）
　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　2,205人　（うち自動車通勤者　推定約1,792人） 
　　��������	
��
��������������������� !"#$%&'(�
������������	
����������������	�
	�����������	���

　　●通勤定期旅客で10,000千円÷126,614千円/人　≒　79人※　の利用者増があれば１千万円収入増
　　　　　※若桜町・八頭町（旧八東町）の町外への自動車通勤者の約４％に相当
　　●観光等の普通旅客での１千万円の収入増を図るためには    
 10,000千円÷0.303千円/人　≒　33,000人　の利用者増を図る必要がある 

�

�

�

�

�������������������������������������������

�������������������������������������������
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2,857世帯（全世帯の約４割）　
�
�
�

　
�
�
�

　
�
�
�
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町
で
は
、
情
報
格
差
の
解
消
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
整
備
事
業
の
推
進
を

展
開
し
、　

月
６
日
よ
り
八
頭
町
全
集
落

10

（
１
２
８
集
落
）を
対
象
に
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
現
行
（（
株
）
鳥
取
テ
レ

ト
ピ
ア　

い
な
ば
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ネ
ッ

ト
）
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

の
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
月
額
料
（
１
千
円
以

上
）・
宅
内
工
事
費（
標
準
で
約
３
万
円
〜
）

等
の
個
人
負
担
金
、
概
算
工
事
費
用
（　
23

億
７
５
０
０
万
円
）及
び
年
間
保
守
料（
約

９
５
０
０
万
円
）等
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
内
で
は
、
県
内
の
全
世

帯
約　

万
３
８
０
０
世
帯
の
う
ち　

％
を

21

90

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
、
来
年
度
に
は
岩
美
町
も
工

事
に
か
か
る
予
定
で
、
県
内
で
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
未
整
備
の
町
は
、
八
頭
町
を

含
め
、
若
桜
町
、
智
頭
町
、
江
府
町
、
日

野
町
の
５
町
と
な
る
等
の
状
況
を
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
質
疑
等
は
、
自
主
チ
ャ

ン
ネ
ル
放
送
の
充
実
を
図
り
、
行
政
か
ら

の
連
絡
体
制
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
な
ど
の
推
進
を
求
め
る
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
光
電
話
を
含
め
た
通

信
設
備
の
光
ケ
ー
ブ
ル
化
の
整
備
を
望
ま

れ
る
意
見
も
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
終
了
後
、
全
世
帯
を
対
象
に

「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
意
向
調
査

票
」
を
区
長
さ
ん
よ
り
配
布
・
回
収
し
て

い
た
だ
き
、
町
民
皆
様
の
ご
意
向
を
お
伺

い
い
た
し
ま
し
た
。

　

加
入
意
向
調
査
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
各
家
庭
に
ケ
ー
ブ

ル
（
＊
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
を
予
定
）
を
引
き
、

毎
月
使
用
料
を
支
払
っ
て
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

放
送
や
自
主
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
な
ど
を
受

信
す
る
も
の
で
、
テ
レ
ビ
の
ほ
か
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
利
用
で
き
ま
す
。

＊
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
…
事
業
者
の
収
容
局
か

ら
各
家
庭
ま
で
光
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
込
む

方
式 ケケケケケケケケケケケケケケケケーーーーーーーーーーーーーーーーブブブブブブブブブブブブブブブブルルルルルルルルルルルルルルルルテテテテテテテテテテテテテテテテレレレレレレレレレレレレレレレレビビビビビビビビビビビビビビビビへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののの加加加加加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入入入入入意意意意意意意意意意意意意意意意向向向向向向向向向向向向向向向向調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査票票票票票票票票票票票票票票票票ケーブルテレビへの加入意向調査票

◆ 町内全世帯数　＝　５，８４５世帯

◆ 調査票配布数　＝　５，３１２枚

◆ 回 収 総 数　＝　４，３５７枚

 ����������� （回収率82.0％）

　　　郡家地域　（回収率83.1％）

　　　船岡地域　（回収率80.4％）

　　　八東地域　（回収率81.4％）

　

問
Ⅳ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
希
望

（　

％
）
の
内
訳
を
み
る
と
、
現
行
の
Ａ
Ｄ

28Ｓ
Ｌ
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
の
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
加
入
希
望
さ
れ
て
い
る
割
合
（
ケ
ー
ブ

ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
希
望
者
数
/
現

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
数
）
が　

％
に

42

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
１
０
０
Ｍ
対
応
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
な
ど
高
速
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
興
味
が
示

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
光
ケ
ー
ブ
ル

に
よ
る
高
速
通
信
整
備
の
要
望
が
高
ま
っ

て
い
る
数
値
と
い
え
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
へ
の
加
入
数
値
を

見
る
と
、「
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」「
月
額

料
等
の
費
用
が
負
担
に
な
る
」
な
ど
の
理

由
で
加
入
さ
れ
な
い
世
帯
が
４
割
以
上
あ

り
、
と
く
に
テ
レ
ビ
放
送
に
つ
い
て
の
有

料
化
に
か
か
る
負
担
や
、
メ
リ
ッ
ト
性
を

感
じ
ら
れ
な
い
点
が
問
題
と
の
指
摘
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
を
参
考
に
、
ま
た
将

来
の
情
報
化
整
備
の
必
要
性
を
見
据
え
な

が
ら
、
本
整
備
事
業
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の

　

今
回
の

調
査
結
果
を
参
考
に

　
  
調
査
結
果
を
参
考
に
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①　

個
人
で
ア
ン
テ
ナ
を
設
置 
�
� 　

％
74

②　

共
聴
施
設
（
テ
レ
ビ
組
合
） � 　

％
25

③　

そ
の
他 
�
�
�
�
�
�
�
�
� 
１
％

��
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�
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�
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

①　

利
用
し
て
い
る 
�
�
�
�
�
� 　

％
43

②　

利
用
し
て
い
な
い 
�
�
�
�
� 　

％
55

③　

未
記
入 
�
�
�
�
�
�
�
�
� 
２
％
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（
単
位
：
％
）
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… �
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… �
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現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
者
の
加
入
割
合 
…
…
…
…
… 　

％　
　
　

42

　
　

現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
な
い
者
の
加
入
割
合 
…
…  
…
… 　

％　
　
　

19

①　

テ
レ
ビ
の
み
加
入
す
る

②　

テ
レ
ビ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
両
方
加
入
す
る

③　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
通
信
）
の
み
加
入
す
る

④　

ど
れ
に
も
加
入
し
な
い

⑤　

未　

記　

入

全
体

　

％
27

　

％
25３

％

　

％
43２

%

郡
家

　

％
26

　

％
23３

％

　

％
45２

%

船
岡

　

％
28

　

％
28４

％

　

％
38２

%

八
東

　

％
26

　

％
26３

％

　

％
43３

%

・ＣＳ放送と契約している。
・地デジ放送の完全移行時に間に合わないから。
・光通信を望む。
・多チャンネルになると子どもがテレビづけに
なると感じる。

・高齢者世帯のため必要性を感じない。
・費用対効果を考えると費用がかかりすぎ。
　（メリットを感じない）
・このまま構築すると負の遺産を将来に残すこ
とになる。　ほか

　①現状のままでよいから　　　　　　　４７％

　②月額料等の費用が負担になるから　　３６％

　③ケーブルテレビに魅力がないから　　１２％

　④その他　　　　　　　　　　　　　　　５％
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��������	�
��
����



◆8YAZU
2009.1

Topic of town

　
　

月
９
日
か
ら　

日
ま
で
秋
季
全
国
火

11

15

災
予
防
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
啓
発
事
業
と
し
て
、
八
頭
町
で
は
次
の

行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

月
２
日
（
日
）、
郡
家
地
域
で
、
国
中

11
地
区
自
警
団　

集
落
が
参
加
し
、
八
東
川

10

土
手
（
万
代
寺
付
近
）
で
、
船
岡
地
域
で

は
船
岡
地
区
自
警
団
７
集
落
が
参
加
し
、

見
槻
川
土
手
（
上
町
橋
上
流
付
近
）
で
そ

れ
ぞ
れ
町
消
防
団
、
八
頭
消
防
署
と
合
同

で
放
水
訓
練
等
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
　

月
９
日
（
日
）、
八
東
地
域
で
、
八
東

11
地
域
全
集
落
を
消
防
車
等
で
巡
回
し
、
防

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
季季季季季季季季季季季季季季季季
全全全全全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国国国国国
火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災
予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防
運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　

自自自自自自自自自自自自自自自自
警警警警警警警警警警警警警警警警
団団団団団団団団団団団団団団団団
合合合合合合合合合合合合合合合合
同同同同同同同同同同同同同同同同
演演演演演演演演演演演演演演演演
習習習習習習習習習習習習習習習習
・・・・・・・・・・・・・・・・
防防防防防防防防防防防防防防防防
火火火火火火火火火火火火火火火火
広広広広広広広広広広広広広広広広
報報報報報報報報報報報報報報報報
等等等等等等等等等等等等等等等等
をををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催

自
警
団
合
同
演
習
・
防
火
広
報
等
を
開
催

��������	

火
広
報
を
行
い
、
ま
た
、
自
警
団
等
の
消

防
ポ
ン
プ
点
検
を
才
代
橋
上
流
で
行
い
ま

し
た
。

　
　

月　

日
（
火
）、
八
東
地
域
で
保
育

11

11

所
、
町
消
防
団
、
八
頭
消
防
署
若
桜
出
張

所
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
等
を
開
催
し
ま

し
た
。
パ
レ
ー
ド
で
は
、
町
消
防
団
の
消

防
車
を
先
導
に
、
安
部
、
八
東
、
丹
比
保

育
所
園
児
が
、
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
な

が
ら
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
の
あ
と
、
踊
り
や
鼓
笛

隊
に
よ
る
演
奏
等
を
行
い
、
元
気
よ
く
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

��������	
��
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Topic of town
　

こ
の
た
び
秋
の
叙
勲
・
旭
日
双
光
章
を
受

章
さ
れ
た
山
根
君
太
郎
氏
（
用
呂
）
よ
り
、

「
町
の
教
育
・
文
化
の
発
展
に
」と
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

文
化
振
興
や
教
育
の
充
実
の
た
め
に
役

立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
附附附附附附附附附附附附附附附附
のののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおお
礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼

寄
附
の
お
礼

��������	
��
�����

　
　

月　

日
（
日
）、「
花
御
所
柿
祭
り
」

11

30

が
物
産
館
み
か
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の

天
気
で
し
た
が
、
２
０
０
０
人
分
の
カ
ニ

汁
が
無
料
で
振
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
柿
の
種

飛
ば
し
大
会
や
松
本
毬
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
等
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
花
御
所
柿
の
試
食

販
売
が
行
わ
れ
、
日
本
で
一
番
甘
い
柿

「
花
御
所
柿
」
の
味
を
確
か
め
て
は
、
大

量
に
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
一
日
中
賑

わ
い
ま
し
た
。

花花花花花花花花花花花花花花花花
御御御御御御御御御御御御御御御御
所所所所所所所所所所所所所所所所
柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
りりりりりりりりりりりりりりりり

花
御
所
柿
祭
り

��������	
��
�

　
　

月　

日
（
金
）、
町
外
の
施
設
等
で
暮

11

14

ら
し
て
お
ら
れ
る
八
頭
町
出
身
の
障
が
い

の
あ
る
方　

名
と
そ
の
家
族
の
方
を
お
迎

22

え
し
、
八
頭
町
里
帰
り
事
業
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

最
初
に
八
東
フ
ル
ー
ツ
観
光
園
で
、
も

ぎ
た
て
の
り
ん
ご
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
次
に
、
郡
家
ド
ー
ム
で
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
郡
家
保
育
所
園
児
に
よ
る
元

気
い
っ
ぱ
い
の
踊
り
を
見
て
頂
き
、
楽
し

い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

八八八八八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
町町町町町町町町町町町町町町町町
里里里里里里里里里里里里里里里里
帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰帰
りりりりりりりりりりりりりりりり
事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業

八
頭
町
里
帰
り
事
業

��������	
��
�

　

ふ
な
お
か
福
祉
会　

船
岡
作
業
所
が
開

設　

周
年
を
迎
え　

月
２
日
「
ハ
ッ
ピ
ー

20

12

た
い
焼
き
誕
生
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

船
岡
作
業
所
で
は
、
９
年
前
か
ら
た
い

焼
き
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、　

周
年
を

20

記
念
し
、
た
い
焼
き
の
名
称
を
「
ハ
ッ

ピ
ー
た
い
焼
き
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
い
焼
き
は
、
大
江
ノ
郷
自
然
卵

を
使
用
し
て
お
り
、
ま
た
、
価
格
も
１
枚

　

円
で
好
評
で
す
。
船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

90横
の
船
岡
作
業
所
前
で
、
毎
週
火
曜
日
の

午
前　

時　

分
か
ら
（
雨
天
中
止
）
限
定

10

30

３
０
０
枚
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハハハハハハハハハハハハハハハハ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ
ピピピピピピピピピピピピピピピピ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
たたたたたたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいいいいいい
焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼
きききききききききききききききき

ハ
ッ
ピ
ー
た
い
焼
き
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宝
く
じ
文
化
講
演
会
が
、　

月　

日

11

16

（
日
）
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
「
み
ん
な
地
球
に
生
き
る
ひ
と
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
宝
く
じ
文
化
講
演
会
は
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
地
方
文
化
の
振

興
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
八
頭
町

で
は
初
め
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

　

６
人
兄
弟
の
４
番
目
と
し
て
香
港
で
生

ま
れ
、
美
人
の
姉
や
医
者
に
な
っ
た
姉
な
ど

と
比
較
さ
れ
な
が
ら
子
ど
も
時
代
を
過
ご

し
て
き
た
。両
親
の
気
を
引
く
た
め
、
か

ま
っ
て
欲
し
く
て
「
風
呂
に
入
ら
な
い
」「
あ

ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
い
」
親
を
困
ら
せ
る
子
ど

も
だ
っ
た
。し
か
し
、
親
の
い
な
い
子
ど
も

た
ち
の
施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
こ

と
で
自
分
の
存
在
意
義
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
。

　

高
校
で
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部
に
入
り
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
歌
っ
た
こ

と
が
切
っ
掛
け
で
、
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
香

港
で
記
録
的
な
大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
、

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
と
な
る
。
自
分
自
身
で

は
プ
ロ
の
歌
手
に
な
ろ
う
と
は
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
。

　
　

歳
の
時
に
、
日
本
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

17
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、「
ひ
な
げ
し
の
花
」

で
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
し
、
ア
イ
ド
ル
の
仲
間
入

り
を
し
た
。こ
の
頃
は
寝
る
時
間
も
な
い
ほ

ど
忙
し
く
、
親
元
を
離
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
精
神
的
に
も
随
分
苦
し
い
時
代
で

も
あ
っ
た
。

　

歌
手
だ
け
で
は
な
く
心
理
学
の
勉
強
も

し
た
い
と
思
い
、
人
気
絶
頂
期
の
時
に
芸
能

界
を
引
退
し
、
カ
ナ
ダ
に
留
学
し
た
。父
は

留
学
す
る
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
く
れ
た
。

今
の
自
分
が
あ
る
の
も
、
こ
の
時
に
大
学
留

学
を
し
、
人
間
と
し
て
い
ろ
ん
な
事
を
学

ん
だ
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

大
学
留
学
を
終
え
、
２
年
後
に
再
来
日

し
芸
能
界
に
復
帰
し
た
も
の
の
、
す
で
に
ア

イ
ド
ル
の
年
で
な
く
、
大
人
っ
ぽ
い
歌
を
求

め
る
事
務
所
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
歌

い
た
い
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
や
り
た

い
自
分
と
の
路
線
の
隔
た
り
が
あ
り
、
だ

ん
だ
ん
仕
事
が
な
く
な
っ
て
き
た
。

　

歌
を
止
め
よ
う
と
真
剣
に
考
え
た
け
れ

ど
、「
歌
は
人
々
の
心
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、

こ
ん
な
ち
っ
ぽ
け
な
私
に
で
き
る
こ
と
は
、

歌
で
平
和
を
訴
え
る
こ
と
だ
」と
思
え
る
よ

う
に
な
っ
て
、
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
ん
な
時
、「
歌
が
ヒ
ッ
ト
し
た
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
も
い
い
」
と
言
っ
て

く
れ
た
の
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
、
後
に
夫
と

な
る
人
だ
っ
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
す
る

た
め
に
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
や
、
い
ろ
ん

な
番
組
に
も
出
た
り
、
ス
ー
パ
ー
の
ト
マ
ト

や
大
根
の
前
で
も
歌
っ
た
り
し
た
。雨
が

降
っ
た
日
に
、
お
客
さ
ん
が
誰
も
こ
な
か
っ

た
の
は
本
当
に
辛
か
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、　

年
前
に

23

「　

時
間
テ
レ
ビ
」
で
大
飢
饉
の
エ
チ
オ
ピ

24ア
に
行
っ
た
時
、
子
ど
も
た
ち
が
次
々
に
死

ん
で
い
く
の
を
見
る
の
が
と
て
も
辛
か
っ

た
。最
初
は
、
現
地
の
人
た
ち
が
病
気
が
移

る
か
ら
と
子
ど
も
た
ち
を
近
寄
ら
せ
な

か
っ
た
。そ
れ
で
も
何
と
か
子
ど
も
た
ち
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
現
地
の
言

葉
で
替
え
歌
を
歌
っ
た
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
歌
に
合
せ
て
踊
り
だ
し
た
。そ
の
姿
が
と

て
も
可
愛
く
て
病
気
が
移
っ
て
こ
こ
で
死
ん

で
も
い
い
と
い
う
思
い
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

抱
き
上
げ
た
り
、
頬
ず
り
し
た
ら
子
ど
も

た
ち
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。

　
　

年
前
に
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
大
使
に

10
な
っ
た
が
、
世
界
中
で
５
歳
に
な
る
前
に
死

ん
で
い
く
子
ど
も
た
ち
は
１
３
０
０
万
人

い
る
。よ
う
や
く
、
今
年
に
な
っ
て
１
０
０

０
万
人
を
き
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
１
０
０

０
万
人
の
子
ど
も
た
ち
が
毎
年
死
ん
で
い

く
。無
力
な
自
分
だ
が
、
こ
の
現
実
を
た
く

さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
平

和
で
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

　

幸
せ
の
種
と
い
う
の
は
自
ら
の
中
で
は

開
花
し
な
い
。種
を
ま
い
て
、
人
の
心
の
中

で
花
を
咲
か
せ
る
。そ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、
自
分
に
も
誰
か
が
ま
い
て
く
れ
る
。自

分
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
人
は
、
い
つ

か
枯
れ
る
と
思
う
。

　

当
日
参
加
さ
れ
た
３
２
０
名
余
り
の

方
々
が
、
実
体
験
を
伴
っ
た
ア
グ
ネ
ス
・

チ
ャ
ン
さ
ん
の
お
話
で
、
世
界
中
で
繰
り
返

さ
れ
る
戦
争
や
紛
争
の
中
で
、
厳
し
い
現

状
に
置
か
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ

と
を
知
り
、
平
和
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
平
和
が
一
日
も
早
く
や
っ
て
く
る

こ
と
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

��������	
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鳥取市

鳥取市国府町

鳥取市用瀬町

智頭町

若桜町

八 頭 町八 頭 町

門尾門尾

　門尾集落には、若桜往来の門尾 三  本  松 峠があり
さん ぼん まつ

ます。その付近にはいくつかの旧跡があり、その

うちの一つとして、 孝  夫  彦  右  衛  門 の碑が建てられ
たか お ひこ え も ん

ています。

　彦右衛門は、性格が極めて温和で決して人と争

わず、両親によく孝行をした人物でした。そんな

彼を村人は尊敬し父母のように慕い、亡き後は三

本松峠に葬り、碑を建てて祀りました。

��������	
��


��������	
��
������������	���

＝ 門  尾 （旧郡家町）の巻＝
かど お

　また、近くには鳥取藩士・ 岡  島  正  義 の墓があり
おか じま まさ よし

ます。岡島正義が村人に読み書き算盤などを教

え、村人の意識改革を図ったことで、その後門尾

は勤勉でいさかいの無い村になりました。

　その思想は子々孫々受け継がれ、現在の門尾集

落の礎となっています。

　　　 ��������	
���
���������
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八頭町の給与・定員管理等を公表します八頭町の給与・定員管理等を公表します
　町では、職員数や給与の状況、各種諸手当、特別職報酬等について、次のとおり公表します。

これにより、町民のみなさまに対し公正かつ透明性のある人事に努めてまいります。

�����

��������	
���
��������������������������������(平成19年度決算)

(参　考)
H18年度の
人件費率

人件費率
Ｂ/Ａ

人件費
Ｂ実質収支歳出額

Ａ
住民基本台帳人口
(Ｈ20年3月末現在）区　分

％％千円千円千円人
平成19年度 23.423.12,245,804149,8169,738,98219,845

（注）職員手当には退職手当を含みません。

��������	
���
������������������������������(平成19年度決算)

一人当たり給与費
B/A

給　　与　　費
職員数　Ａ区　分

計　Ｂ期末勤勉手当職員手当給料
千円千円千円千円千円人

平成19年度 5,9791,488,940404,072111,637973,231249

����������	
���
���

��������	
��
���	�����
� � ���������（平成20年4月1日現在）

一般行政職
区　分

平均年齢平均給与月額

44.0歳368,413円八頭町

41.1歳387,506円国

��������	
���
� � ������（平成20年4月1日現在）

技能労務職一般行政職区　分

―167,100円大学卒

―148,300円短大卒

135,900円135,900円高校卒

��������	
��
�������������� � ������（平成20年4月1日現在）

経験年数 
区　　分

20年15年10年

361,966円298,800円251,300円大学卒

一般行政職 ―268,450円―短大卒

―247,333円207,300円高校卒

302,900円241,000円―高校卒技能労務職

構成比職員数標準的な職務内容区　分

0.0%0人総括課長、支所長、次長、会計管理者の職務等6　級

15.7%39人課長、支所長、次長、局長、会計管理者、室長、所長又は館長の職務等5　級

23.8%59人課長補佐、室長補佐、所長補佐、館長補佐又は局長補佐の職務等4　級

23.0%57人係長の職務等3　級

28.2%70人主任、主任保育士、主任保健師、主任栄養士又は主任看護師の職務等2　級

9.3%23人主事、保育士、保健師、技師、栄養士又は看護師の職務等1　級

（注）１.八頭町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　 ２.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職務です。

（注）「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる諸手当の額を合算したものです。

����������	�
����
��������������������������������（平成20年4月1日現在）
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�����������	������������(支給月額等平成20年4月1日現在)

���������	� � � � � ���������(平成19年度決算)

��������	
� � � � � ����(平成19年度決算)

��������	
�� � ������(平成19年度決算)

　　　　　支給割合　　　　　　　(平成20年4月1日現在)
計12月6月区　　分

3.0月1.60月1.40月期末手当
八頭町

1.5月0.75月0.75月勤勉手当

3.0月1.60月1.40月期末手当
国

1.5月0.75月0.75月勤勉手当

1人当たり平均支給額（平成19年度） ��� 1,665千円

職制上の段階、職務の級等による加算措置の状況 � 5～10％

勧奨・定年自己都合勤続年数

30.60月23.50月勤続20年

41.34月33.50月勤続25年

59.28月47.50月勤続35年

59.28月59.28月最高限度額

37,008千円支給実績

172千円支給職員1人当たり平均支給年額

支給職員1人当たり
平 均 支 給 年 額支給実績支給単価事務の種類

6,367円197千円1日300円町 税 特 別 徴 収

2,550円40千円1日300円税外収入等特別徴収事務従事

14,400円100千円1日1,200円上 下 水 道 管 理 作 業 従 事

1,700円5千円1日300円犬 捕 獲 作 業 従 事

660円3千円1日300円犬、猫等死がい処理作業従事

支給職員1人当たり
平均支給年額支給実績国の制度

との同異内容及び支給単価手当名

256,766円35,177千円同　じ
13,000円①配偶者

扶養手当
6,500円②その他の扶養親族

202,137円5,862千円同　じ
最高27,000円①借家・借間居住者

住居手当 新築から5年間
2,500円

②自宅居住者

64,115円13,592千円同　じ
最高55,000円①交通機関等利用者

通勤手当 距離に応じ
2,000円～24,500円

②自家用車等使用者

479,076千円18,684千円異なる42,000円又は34,000円管理職に対して支給管理職手当

支給割合区　分給料月額等区　分

3.3月分(支給加算20％）

町　長

期末手当

721,800円町　長

給　料 副町長589,700円副町長

教育長564,300円教育長

3.3月分(支給加算20％）

議　長297,350円議　長

報　酬 副議長221,350円副議長

議　員206,150円議　員

���������

（注）１．町長、副町長、教育長の給料月額は、条例で定められた額から、それぞれ10%、7%、5%カットしています。
　　２．議長、副議長、議員の報酬は条例で定められた額から5%カットしています。   
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○所得税・町県民税・国民健康保険税・後期高齢者医療の申告について
　　所得税は、１年間の所得を翌年の確定申告時期に申告し、納税することになっています。また、所得税はかか
らなくても、町県民税や国民健康保険税・後期高齢者医療の計算のために、確定申告をしてください。
　　平成20年分の所得申告期間は、２月16日（月）から３月16日（月）までとなっています。この１年
間に生じた所得を正しく計算して申告していただくために、収入金額や必要経費の分かる書類をお持ちく
ださい。
　※書類のない方は、直接税務署へ出かけて申告をしていただくことになります。
　　なお、未申告の方や期間を過ぎてから申告されますと、加算税がかかったり国民健康保険税・後期
高齢者医療の軽減措置が受けられなかったりする場合がありますので、必ず期間内に申告をすま
せてください。

○サラリーマンの還付申告はお早めに
　　サラリーマンや年金収入だけの方でも、次のような場合には申告をすると源泉徴収された所得税が還付され
ることがあります。
　１．住宅ローンなどを利用して、マイホームを新築・購入・増改築したとき
　２．自分や家族の病気、けがなどにより多額の医療費を支払った場合
　３．火災、風水害などで住宅や家財に損害を受けたとき
　４．年の中途で退職し、再就職していない場合
　　確定申告期間は２月16日からですが、サラリーマンなどの還付申告は１月から税務署で受け付けます。早め
に申告すれば還付も早くなります。
　　申告用紙は税務課及び各支所住民課に用意しています。

○農業所得の計算方法
　　農業所得の計算方法は収支計算方式（農業収入－必要経費＝農業所得）になっています。
　１．収入金や支払金額の分かる書類の確認
　２．収入・支出（経費）などの記帳、集計
　３．収支内訳書の作成 
　　など、確定申告の準備をしておいてください。
　　野菜・果実などの個人・共同販売、市場出荷、百円市などによる収入がある場合も収支計算が必要です。
　　申告準備のための書類は税務課及び各支所住民課に用意していますので、活用してください。

○国民年金保険料の「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が必要です
　　平成17年分の申告より「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が必要になりました。

※詳しい日程は広報２月号でお知らせします。
　対象地域以外の方の申告も受け付けること
ができますので、都合の良い時に申告をして
ください。
※国税庁ホームページで所得税の確定申告に
　ついてご案内していますので、ぜひご活用
　ください。（http://www.nta.go.jp/）

インターネットで、所得税の
確定申告書を提出してみませんか
自宅からインターネットを利用して申告書が提出できる
のをご存じですか？ご利用への第一歩は、「開始届出書」
の税務署への提出です。
　詳しくはｅ－Ｔａｘホームページ
（http://www.e-tax.nta.go.jp/）をご覧ください。
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控除しきれなかった分は住民税（所得割）から控除されます。
　税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合
があります。平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方
で、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、翌年度の住民税（所得割）か
ら控除できます。

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方

源泉徴収票を添付して市区町村へ提出所得税の確定申告をされない方

所得税の確定申告書とともに税務署へ提出所得税の確定申告をされる方

平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、
毎年申告が必要となります。
平成20年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成21年3月16日までに、平成21年1月1日
現在お住まいの市区町村へ「市町村民税道府県民税 住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。
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歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

2020

　

国
民
年
金
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営

す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る　

歳
か
ら

20

　

歳
ま
で
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

60保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
老
後

等
に
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

自
営
業
者
、
学
生
な
ど
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�
�
�
�
�

�
�
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員
は
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る
と
同
時

に
�
�
�
�
�
�
�
に
、
第
２
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
�
�
�

�
�
�
�
に
な
り
ま
す
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国
民
年
金
は
、
老
後
の
収
入
の
保
障
だ

け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が

残
っ
た
り
、　

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
残

18

し
て
父
親
が
亡
く
な
っ
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と
き
な
ど
に
も

年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の

「
万
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
第
１
号
被
保
険
者

は
、
役
場
福
祉
課
又
は
各
支
所
住
民
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３
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配
偶
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す
。
第
２
号

被
保
険
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厚
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せ
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手
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は
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要
あ
り
ま

せ
ん
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第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
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歳
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た
ら
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
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を
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て
く
だ
さ
い
。
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、
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年
金
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険
料
の
納
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で
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は
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に
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料

の
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�
�
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
請
を
行
わ
な

い
ま
ま
、
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
と
、
万
一
の
と
き
に
障
害
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
思
わ
ぬ
事
態
を

招
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
及
び
各
支
所

住
民
課
、
又
は
鳥
取
社
会
保
険
事
務
所

�（
０
８
５
７
）　

―
８
３
１
１
へ
お
問
合

27

せ
く
だ
さ
い
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１
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ノ
ー
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袋

10

デ
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す
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お
買
い
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持
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く
だ
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い
。
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石
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ア
ス
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ト
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康
被
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者
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）健
康
被
害
者
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

「
石
綿
に
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害
の
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関
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る
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が
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し
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�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

暖
房
の
設
定
は

　

暖
房
の
設
定
は　

℃
が
い
い
ね
♪

℃
が
い
い
ね
♪

2020

　
（
財
）省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
暖

房
時
の
室
温
を　

℃
に
す
る
こ
と
を
奨
励

20

し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、
外
気
温
６
℃
の
時

に
、
エ
ア
コ
ン
（　

�
、
１
日
９
時
間
使
用
）

2.2

の
暖
房
設
定
温
度
を　

℃
か
ら　

℃
に
し

21

20

た
場
合
、
年
間
の
C
O
2

削
減
量
は
約　
21

･
８
㎏
に
な
り
ま
す
。 

　

一
方
、
外
気
温　

℃
の
時
に
、
エ
ア
コ

31

ン
（
前
例
と
同
条
件
）
の
冷
房
設
定
温
度

を　

℃
か
ら　

℃
に
し
た
場
合
、
年
間
の

27

28

C
O
2
削
減
量
は
約　

･
４
㎏
で
す
。

12

　

し
た
が
っ
て
、
冷
暖
房
兼
用
エ
ア
コ
ン
１

台
あ
た
り
で
は
、
冷
房
の
設
定
温
度
を
あ

げ
る
よ
り
も
暖
房
の
設
定
温
度
を
下
げ
る

ほ
う
が
、
削
減
効
果
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
ド
ア
・
窓
の
開
閉
を
少

な
く
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
厚
手

の
カ
ー
テ
ン
等
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
扇
風
機
を
使
っ
て
暖
か
い
空
気
を
循

環
さ
せ
る
の
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
冬
に

扇
風
機
は
意
外
で
す
よ
ね
。

　

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
や
ひ
ざ
か
け
な
ど
、
着
る

物
の
工
夫
で
も
体
感
温
度
は
U
P
し
ま
す
。

　

省
エ
ネ
は
電
気
代
の
節
約
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
楽
し
く
お
得
で
快
適
な
エ
コ
ラ

イ
フ
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

出
典‥

財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

　

／
家
庭
の
省
エ
ネ
大
事
典
2
0
0
8
年
版

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

旧
船
岡
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
昭
和　

年
か
ら
平
成　

年
ま

55

16

で
、
民
生
委
員
さ
ん
に
お
願
い
し
、
満

　

歳
に
な
ら
れ
た
方
全
員
に
「
敬
老

80の
お
祝
い
事
業
」と
し
て「
杖
」の
配
布

を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
郡
家
、

八
東
社
会
福
祉
協
議
会
の
現
状
を
勘

案
し
、
合
併
時
に
廃
止
し
て
い
ま
す

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
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　先日、こんな話を耳にしました。赤ちゃんが
生まれたばかりのお母さんが、昼も夜もなく授
乳やオムツ換えに追われてゆっくりと眠ること
もできない日々を過ごしていたそうです。そこ
で、ある先輩ママが、「２ヶ月過ぎたらまとめて
眠るようになるから、それまでのガマンよぉ」
とアドヴァイスをされたそうです。その励まし
を胸に、２ヶ月を指折り数えて、待ちわびて。
今日がとうとうその満2ヶ月の日�･･･にもか
かわらず、あいかわらずわが子は昼、夜構わず
泣きじゃくる始末。「２ヵ月経ったのに�」と納
得いかないお母さんに対し、先輩ママは冷静に
「そりゃあ、機械じゃないんだから、そんなに
期日どおりにはいかないわよ」と。それでも、
そのお母さん、悪戦苦闘の日々を経ながらがん
ばり続けていると、ふとある朝一度も目覚める
ことなく親子ともどもぐっすり眠れた日を迎え
たそうです。そのお母さんいわく「明けない夜
はないのね」と一言。一方今度は、その先輩マ
マに２番目のお子さんが生まれて産後の眠れぬ
日々に突入。「眠れないわぁ」と嘆く先輩ママに
向かって先のお母さんは、「２ヵ月経ったらま
とめて寝るようになるんだし、それまでの我慢
よ」。
　「喉元過ぎれば･･･」というわけでもないで
しょうが、その渦中にあるときにはものすごく
大変なんだけど、その時期を過ぎてしまうとそ
の大変さはわかっているつもりでも、やはりど
こかで「ヒトゴト」になってしまうのかな、と
思えるエピソードでした。また同様に、このエ
ピソードは、子どもの育ちには、親の想いが常
についてまわること、そして子どもの発達の道
筋に沿って親の想いも変化することを意味して
いるように思います。
　上に挙げたような生後すぐの話ですと、子ど
もの個人差もそれほど大きくはないのですが、
年月が経ち子どもの個性がどんどんと現れ、個
人差として目立ってくるようになると、そうし
た子どもの育ちにまつわる親の想いもまた複雑
になっていくように思います。例えば、２歳か
ら３歳頃に子どもたちの自我がぐんぐんと育つ
時期において、自己主張の程度は非常に個人差

も大きく、自己主張の強い子はそうでない子に
比べて「我慢がきかない」とか「わがまま」と
いった想いで受け止められがちなようです。
　しかし、発達心理学が明らかにしたことは、
自己主張が強いことは、我慢すること、すなわ
ち自己抑制の弱さを示すものではないというこ
とでした。つまり、子どもが自分自身をコント
ロールしようとする力には、「自己主張(自分の
思いや気持ちを言葉や身体で表現できること)」
と「自己抑制(自分の思いや気持ちに『待った』を
かけることができること)」の2つがあり、両者
は正反対のことではなく、場面に応じて使い分
けるものだというのです。さらに発達的にみる
と、自己主張に関しては、個人差はあるものの、
２、３歳の頃から全体的に伸びていく一方、自
己抑制ができる力が伸びてくるのは4歳の半ば
を過ぎてからであるということがわかってきま
した。
　第一次反抗期とも言われる、自己主張の激し
くなる時期の子ども達の中でも、特にきかん坊
で、自己主張の強い子。そうしたお子さんをお
持ちのご家庭ではついつい「ウチの子はどうし
てこんなにわがままを言うのかしら」という想
いを抱いてしまうかもしれません。しかし、そ
うした個性を持った子どもにとっての3歳代と
いうのは、自分を思い切りだしたくて仕方がな
い、また、そのパワーを持っている一方で、そ
れをどのように制御していいかがわからない時
期だといえるでしょう。だからこそ、親の想い
としても、「ものすごく大変�」としかいいよう
のない大変な時期なのですが、いっそのこと、
その制御しきれないパワーをもてあます子ども
の姿を楽しむぐらいの、大きな気持ちでかか
わってもらえればと思うのです。明日という日
は必ず来るのですし、親だけでなく、地域のみ
んなが、やんちゃな子どもたちを暖かな目で見
つめていられるようになっていただけるといい
なぁと、数十年前にやんちゃ坊主だった私は心
から思うわけです。

 �������� 鳥取大学地域学部　神谷哲司
 ��������� (生涯発達心理学・保育学)

���������������
���������������
���������������
���������������
���������������

　子子育育ててココララムム　「子育ては窓を開けて」第9回

明日は必ずやってくる　　　
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高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

　
　
　

平
成　

年
１
月
か
ら

21

　

八
頭
町
で
は
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
始
め
ま
し
た
。

高
齢
者
の
か
か
る
肺
炎
の
多
く
は
肺
炎
球

菌
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
で
す
べ
て
の
肺
炎
が

予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
接

種
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
防
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
健
康
管
理
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

①　

八
頭
町
に
住
所
を
有
す
る
人

②　

満　

歳
以
上
の
人
（
平
成　

年
１
月

75

21

か
ら
の
接
種
日
現
在
の
満
年
齢
）

③　

本
人
が
接
種
を
希
望
し
医
師
が
必
要

と
判
断
し
た
人

④　

過
去
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
１
月
１
日
以
降
か
ら
実
施

21

�
�
�
�
�　

１
人
１
回
限
り

�
�
�
�
�　

３
千
円
ま
た
は
接
種
費
用

の
い
ず
れ
か
低
い
額

�
�
�
�
�
�

（
１
） 

医
療
機
関
で
接
種

　

医
療
機
関
で
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
、
全
額
支
払
い
後
、
接
種
を
証
明
す

る
領
収
書
を
発
行
し
て
も
ら
う
。

　

領
収
書
は
八
頭
町
が
指
定
す
る
領
収
書

ま
た
は
接
種
を
証
明
で
き
る
も
の
（
被
接
種

者
氏
名
、
接
種
年
月
日
、
予
防
接
種
名
、

金
額
、
医
療
機
関
名
の
内
容
の
入
っ
た
も
の
）

（
２
） 

申
請

　

最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
次
の
必
要

品
を
持
参
し
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①　

領
収
書　

②　

印
鑑　

③　

振
込
先
金
融
機
関（
郵
便
局
は
除
く
）

の
口
座
情
報
（
窓
口
払
い
希
望
者
は
不

要
）

（
３
） 

支
払
い

　

書
類
審
査
後
、
交
付
決
定
者
に
は
申
請

者
が
指
定
し
た
口
座
に
助
成
金
を
振
り
込

み
ま
す
（
窓
口
払
い
希
望
者
は
本
庁
出
納

室
か
各
支
所
の
住
民
課
に
印
鑑
持
参
の
う

え
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

八
頭
町
で
は
、
妊
婦
の
健
康
保
持
増
進

及
び
お
腹
の
あ
か
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
発

育
を
願
っ
て
、
妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

八
頭
町
に
住
所
を
有
す
る
妊
婦
が
里
帰

り
等
の
理
由
に
よ
り
、「
県
外
の
医
療
機

関
」
で
、
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診
し
た
場

合
、
平
成　

年
１
月
か
ら
費
用
の
一
部
を

21

助
成
し
ま
す
。

■　

助
成
対
象
者

　

八
頭
町
か
ら
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
の

発
行
を
受
け
て
い
る
妊
婦

■　

助
成
対
象
日

　

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
の
受
診

20

■　

助
成
額

　

県
内
で
受
診
し
た
場
合
の
助
成
費
用
と

同
等
額
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
県
外

で
受
診
し
た
費
用
の
方
が
低
額
の
場
合

は
、
低
い
方
の
額
と
な
り
ま
す
。

■　

申
請
方
法

　

最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
次
の
必
要

品
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①　

領
収
書
（
県
外
の
医
療
機
関
が
発
行

し
た
、
妊
婦
健
康
診
査
用
に
領
収
さ

れ
た
物
と
わ
か
る
も
の
）

②　

未
使
用
の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票

③　

印　

鑑

④　

口
座
振
込
み
希
望
者
は
振
込
先
金
融

機
関
（
郵
便
局
は
除
く
）
の
口
座
情

報
（
窓
口
払
い
希
望
者
は
不
要
）

⑤　

母
子
健
康
手
帳

⑥　

保
険
証

■　

申
請
先

　

平
成　

年
１
月
５
日
（
月
）
か
ら
各
保

21

健
セ
ン
タ
ー
で
受
付

�

�
�
�
�
�
�
�
	�
�

�

�
�
�
�

��

�

�
�
�
�
�
�
�
	�
�

�

�
�
�
�

��

�

�
�
�
�
�
�
�
	�
�

�

�
�
�
�

��

妊
婦
健
康
診
査
費
用「
県
外
の
医
療
機
関
分
」の
一
部
助
成

　
　
　

平
成　

年
１
月
か
ら

21

　

平
成　

年
度
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
定

20

期
予
防
接
種
の
対
象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
し
く
対
象
に
な
っ
た
中
学
１
年
生
・

高
校
３
年
生
相
当
の
年
齢
の
み
な
さ
ん
に

は
、
す
で
に
通
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま

だ
接
種
し
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
早
め
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

接
種
期
限
は
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

21

31

で
す
（
接
種
券
が
必
要
）。

※　

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
は
任
意
接

21

種
に
な
り
有
料
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
方
は
、
他
の
定
期
予

防
接
種
の
接
種
漏
れ
が
な
い
か
母
子
健
康

手
帳
を
確
認
し
、
未
接
種
の
予
防
接
種
が

あ
れ
ば
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

中
学
１
年
生
・
高
校
3
年
生
相
当
の
年
齢
の
み
な
さ
ん
！

　
　
　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
は
済
ま
れ
ま
し
た
か
？
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対　　象場　　所時　　間内　　容曜日日

一般船岡保健センター10：30～11：30さわやか体操教室水7

Ｈ19.5.21～Ｈ19.7.8生まれ郡家保健センター受付 12：30～12：45１歳６ヶ月児健診木8

一般八東保健センター9：30～11：00一般健康相談・介護相談火13

乳幼児郡家保健センター受付 13：15～13：30ポ リ オ 予 防 接 種水14

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室木15

乳幼児郡家保健センター9：30～11：30育 児 相 談金16

一般郡家保健センター9：30～11：00一般健康相談・介護相談
月19

一般郡家保健センター9：30～11：00心と体の健康相談
（障がい福祉相談）

乳児養育者郡家保健センター受付    ９：15～   ９：30離 乳 食 講 習 会
火20

一般船岡保健センター10：00～11：30健 康 講 座

一般郡家保健センター10：30～11：30さわやか体操教室水21

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室

木22 Ｈ18.11.23～Ｈ１9.1.22生まれ郡家保健センター受付 12：40～12：55２ 歳 児 歯 科 健 診

一般八 東 ・ 郡 家 地 域受付　9：00～16：10全 血 献 血

一般船岡保健センター9：30～11：00一般健康相談・介護相談月26

Ｈ20.6.16～Ｈ20.7.18生まれ郡家保健センター受付 12：45～13：006 か 月 児 健 診水28

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
木29

Ｈ17.12.4～Ｈ18.1.25生まれ郡家保健センター受付 12：30～12：45３ 歳 児 健 診

「「「「「「「「「「「「「「「「
はははははははははははははははは
たたたたたたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちちちちちち
のののののののののののののののの
献献献献献献献献献献献献献献献献
血血血血血血血血血血血血血血血血
」」」」」」」」」」」」」」」」
キキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ペペペペペペペペペペペペペペペペ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ンンンンンンンンンンンンンンンン

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
ああああああああああああああああ
なななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたた
のののののののののののののののの
善善善善善善善善善善善善善善善善
意意意意意意意意意意意意意意意意
をををををををををををををををを
献献献献献献献献献献献献献献献献
血血血血血血血血血血血血血血血血
へへへへへへへへへへへへへへへへ
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
あ
な
た
の
善
意
を
献
血
へ
〜

　

寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
季
節
は
「
か
ぜ
」

な
ど
で
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
が
多
く
、
献

血
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
が
減
少
す
る

た
め
、
血
液
が
不
足
し
ま
す
。

　

冬
期
に
お
け
る
血
液
の
確
保
の
た
め
成

人
式
を
迎
え
る
若
者
を
中
心
に
、「
は
た

ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
平
成　
21

年
１
月
１
日
（
木
）
か
ら
２
月　

日
（
土
）

28

の
２
か
月
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
に
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

二
十
歳
の
方
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
善
意
に
よ
る
無
償
の
献
血

が
貴
い
命
を
救
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も

こ
の
機
会
に
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

期
間
中
に
町
内
で
実
施
さ
れ
る
献
血
は

次
の
と
お
り
で
す
。

全全全全全全全全全全全全全全全全
血血血血血血血血血血血血血血血血
献献献献献献献献献献献献献献献献
血血血血血血血血血血血血血血血血

 
全
血
献
血
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東東東東東東東東東東東東東東東東
・・・・・・・・・・・・・・・・
郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡
家家家家家家家家家家家家家家家家
地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域
））））））））））））））））

　
（
八
東
・
郡
家
地
域
）

　

平
成　

年
1
月　

日
（
木
）

21

22

成成成成成成成成成成成成成成成成
分分分分分分分分分分分分分分分分
献献献献献献献献献献献献献献献献
血血血血血血血血血血血血血血血血

 
成
分
献
血
（（（（（（（（（（（（（（（（
郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡
家家家家家家家家家家家家家家家家
地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域
））））））））））））））））

　
（
郡
家
地
域
）

　

平
成　

年
2
月　

日
（
月
）

21

23

　

な
お
、
成
分
献
血
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
郡
家

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。（
�　

―
３
５
６
６
）

７２

　

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
で
、
１

月　

日
と
２
月　

日
に
都
合
が
つ
か
な
い

22

23

方
は
、
血
液
セ
ン
タ
ー
で
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

鳥
取
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

�

�

�　

月
・
火
・
水
・
金
・
日
曜
日

�
�
�
�　

　
　

全
血
献
血　

９
時　

分
〜　

時　

分

00

17

00

　
　

成
分
献
血　

９
時　

分
〜　

時　

分

00

16

00

�

�

�　

木
・
土
曜
日
・
祝
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
・
金
曜
日
除
く
）

�
�
�
�
��

�
�
�
	

　

９
時　

分
〜　

時　

分

00
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00

�
�
�
�
�
�
��

	


�
�

　
　

時　

分
〜　

時　

分

10
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00

�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

時　

分
〜　

時　

分
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�
�
�
�
�
�
�
�	



�
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９
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郡
家
隣
保
館

第　

回 
郡
家
部
落
解
放
文
化
祭
を
開
催

23

　

第　

回
郡
家
部
落
解
放
文
化

23

祭
を　

月　

日
か
ら　

月　

日

11

29

11

30

ま
で
の
２
日
間
、
郡
家
隣
保
館
、

土
師
百
井
二
集
会
所
、
お
よ
び

土
師
百
井
二
児
童
館
で
開
催

し
、
保
育
所
・
小
・
中
学
生
の
学

習
発
表
、
意
見
体
験
発
表
な
ど

を
と
お
し
て
、
部
落
差
別
を
は

じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

解
消
に
向
け
て
の
意
識
を
高
め

ま
し
た
。

　
　

日
は
、
郡
家
地
域
６
保
育

30
所
の
園
児　

名
が
元
気
よ
く
大

80

き
な
声
で
「
う
ま
れ
た
ま
ち
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。続

い
て
、
東
西
小
学
校
の
発
表
は
、

地
区
学
習
を
通
し
て
の
思
い
を

一
人
ひ
と
り
が
発
表
し
ま
し

た
。芸
能
発
表
で
は
、
大
正
琴
、

子
ど
も
日
本
舞
踊
、
女
性
部
有

志
、
国
中
二
区
の
皆
さ
ん
に
よ

る
踊
り
等
が
あ
り
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
散
岐
皿
回
し
健
康
づ

く
り
同
好
会
の
華
麗
な
皿
回
し

演
技
に
は
、
会
場
の
大
き
な
拍

手
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
小
学
生
･
中
学

生
･
高
校
生
、
一
般
、
町
職
員
、

町
議
会
議
員
が
自
分
の
体
験
を

通
し
て
、
差
別
解
消
に
対
す
る

思
い
や
意
見
を
会
場
に
訴
え
ま

し
た
。

　

中
学
生
の
人
権
劇
と
し
て「
い

つ
の
日
に
か
帰
ら
ん
」
で
は
ハ
ン

セ
ン
病
を
社
会
的
な
人
権
問
題

と
し
て
と
ら
え
患
者
と
そ
の
家

族
の
尊
厳
の
回
復
を
重
要
な
問

題
と
し
て
会
場
に
訴
え
ま
し

た
。

　

土
師
百
井
二
集
会
所
に
は
、

絵
画
、
手
芸
な
ど
の
大
人
の
作

品
を
展
示
し
、
茶
席
を
開
催
し

ま
し
た
。土
師
百
井
二
児
童
館

に
は
、
郡
家
地
域
６
保
育
所
園

児
の
作
品
、
郡
家
東
・
西
小
学

校
、
中
央
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
１
年
間
の
学
習
を
ま
と
め

た
作
品
、
地
区
児
童
の
共
同
作

品
を
展
示
し
、
来
館
し
た
人
た

ち
は
、
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま

し
た
。

　

１
日
の
来
場
者
数
は
、
ほ
ぼ

７
百
人
で
、
差
別
解
消
の
取
り

組
み
を
多
く
の
町
民
と
共
有
し

た
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

�������� ����� ��������

��� ��������� ������
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八
東
隣
保
館

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

年　

月　

日
（
月
）

20

11

17

に
第
３
回
人
権
塾
を
八
東
隣
保

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
鳥
取
県
人
権
文
化
セ

ン
タ
ー
専
任
研
究
員　

尾
崎
真

理
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
「
暮
ら

し
の
中
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
と

題
し
て
参
加
型
学
習
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
を
５
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
参
加
・
尊
重
・
守
秘
を
守

る
こ
と
を
参
加
者
に
確
認
し
、

始
め
に
１
分
間
の
自
己
紹
介
を

し
て
参
加
者
の
緊
張
を
和
ら
げ

研
修
に
入
り
ま
し
た
。

　

学
習
方
法
は
、
グ
ル
ー
プ
内

で
司
会
、
記
録
、
発
表
の
役
割

分
担
を
決
め
、
７
つ
の
質
問
に

対
し
話
し
合
い
、
回
答
を
模
造

紙
に
書
き
全
体
会
で
報
告
す
る

と
い
う
学
習
会
で
し
た
。

　

７
つ
の
質
問
に
は
Ｏ
Ｋ
と
Ｎ

Ｇ
に
分
か
れ
、
ど
ち
ら
と
も
と

れ
る
中
間
と
い
う
答
え
も
あ
る

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
の
４
種
類
型
と
し
て

①　

私
的
な
生
活
状
態
へ
侵
入

す
る
こ
と
。

②　

人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
私

的
事
実
を
公
開
す
る
こ
と
。

③　

一
般
の
人
に
誤
っ
た
印
象

を
与
え
る
よ
う
な
事
実
を
公

表
す
る
こ
と
。

④　

氏
名
や
肖
像
な
ど
を
、
被

告
の
利
益
の
た
め
に
、
本
人

の
同
意
な
く
使
用
す
る
こ

と
。

　

以
上
、
４
点
を
説
明
し
、
こ

れ
は
２
つ
の
条
件
を
満
た
し
た

と
き
に
侵
害
に
な
る
と
説
明
さ

れ
、「
特
に
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


と
い

う
こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
り
、

そ
の
人
の
感
受
性
が
重
い
か
軽

い
か
に
よ
り
個
人
を
侵
害
さ
せ

る
と
考
え
ま
す
。」と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成　

年　

月　

日（
月
）に

20

10

20

八
東
小
学
校
児
童
主
催
の
「
未

就
園
児
」
の
た
め
の
「
ち
び
っ
こ

運
動
会
」
を
開
催
し
、
保
護
者

な
ど
を
含
め
た　

人
の
参
加
が

64

あ
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
「
ち
び
っ
こ
に
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
想
い
で

「
屋
台
村
で
お
買
い
物
」
と
い
う

新
し
い
競
技
を
取
り
入
れ
、
屋

台
村
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
ケ
ー
キ

な
ど
の
景
品
を
布
や
毛
糸
な
ど

で
作
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
の
終
わ
り
に　

周
年

10

記
念
と
し
て
大
き
な
く
す
だ
ま

を
み
ん
な
で
割
り
ま
し
た
。こ
の

運
動
会
が
ず
っ
と
引
き
継
が
れ

る
こ
と
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

第
3
回
人
権
塾
開
催

　

被
差
別
部
落
の
歴
史
は
、
苦

し
い
生
活
に
耐
え
、
厳
し
い
差
別

と
闘
い
な
が
ら
、
日
本
の
産
業
や

文
化
の
創
造
･
発
展
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
側
面
を

見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

死
牛
馬
処
理
の
技
術
と
文
化

　

農
耕
用
に
飼
っ
て
い
た
牛
や

馬
が
死
ん
だ
場
合
、
飼
い
主
は
、

そ
の
死
骸
を
勝
手
に
処
分
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。死
ん
だ
牛
馬
の
皮
を
処

理
し
革
と
し
て
支
配
者
に
納
め

る
役
が
、
被
差
別
身
分
の
人
た

ち
に
課
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

皮
は
な
め
し
て
革
を
と
り
太

鼓
や
武
具
に
、
肉
は 
薬  
食 
と
し

く
す
り 
ぐ
い

て
食
べ
、
角
･
骨
は
薬
品
や
装

飾
品
に
、
毛
は
筆
や 
刷  
毛 
に
、
内

は 

け

臓
は
肥
料
や
飼
料
、
薬
品
な
ど

の
原
料
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

死
ん
だ
牛
馬
の
処
理
は
、
動

物
資
源
を
活
用
す
る
優
れ
た
技

術
と
文
化
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

人
体
の
解
剖
技
術

　

杉
田
玄
白
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の

医
学
書
を
手
に
入
れ
た
も
の
の
、

読
め
な
い
の
で
内
容
を
理
解
で

き
か
ね
て
い
た
。そ
こ
に
、
小
塚

原
の
刑
場
で「 
腑  
分 
け
」（
人
体
や

ふ 

わ

家
畜
な
ど
を
解
剖
す
る
こ
と
）
が

行
わ
れ
る
情
報
を
得
て
、
友
人

と
共
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　
 
腑  
分 
け
を
し
た
の
は
、
被
差

ふ 

わ

別
身
分
の
虎
松
の
祖
父
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。　

歳
に
な
る
と
い

９0

う
そ
の
老
人
は
、
見
学
に
き
た

医
師
た
ち
に
「
こ
れ
が
胃
、
こ
れ

が
肝
、
こ
れ
が
肺
」と
教
え
た
そ

う
で
す
。

　

杉
田
玄
白
ら
は
、
こ
の
見
学

に
よ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
医

学
書
の
図
が
正
確
な
の
に
驚
き
、

日
本
の
医
者
の
た
め
に
医
学
書

を
翻
訳
し
よ
う
と
決
心
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

解
剖
に
関
わ
る
知
識
と
技

術
、
製
薬
な
ど
近
代
医
学
の
基

礎
づ
く
り
に
貢
献
し
た
、
名
も

知
ら
れ
て
い
な
い
被
差
別
の
人

た
ち
の
仕
事
を
正
し
く
評
価
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
被
差
別
の
人
た
ち
が
担
っ
た

文
化
と
技
術
」に
は
、
ま
だ
多
く

の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
次
の

機
会
に
。

鳥
取
県
部
落
解
放
研
究
所　

発
行

　

同
和
問
題
学
習
資
料
⑰
よ
り

�������

ち
び
っ
こ
運
動
会

������

被
差
別
民
衆
の

　

果
た
し
た
役
割
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月　

日
（
日
）
第
５
回
ふ
な
お
か
夢

11

23

音
楽
祭
が
船
岡
地
区
公
民
館
主
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
・
琴
・
バ
イ
オ
リ
ン
等
の
演
奏
、

歌
曲
、
合
唱
な
ど
が
あ
り
、
秋
の
ひ
と
と

き
、
す
ば
ら
し
い
音
楽
を
聴
く
こ
と
が
で

き
大
盛
況
で
し
た
。

　

最
後
に
は
、
来
館
者
全
員
で
「
千
の
風

に
な
っ
て
」
他
を
合
唱
し
て
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。 ふ

な
お
か
夢
音
楽
祭

　
　

船
岡
地
区
公
民
館

子供シアター

★１月１７日（土）
　10:00～12:00
○ トムとジェリー
「 西  部 の

せい ぶ

　   伊  達 ネズミ」他
だ て

○ ドラえもん
「のび 太 の

た

　　   南  海  大  冒  険 」
なん かい だい ぼう けん

����������

��������� ��������	
�

���������	
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月　

日
（
火
）
安
部
小
学
校
の
学
習

１１

２５

発
表
会
の
振
替
休
日
に
合
わ
せ
、
小
学
生

親
子
を
対
象
に
県
庁
周
辺
施
設
の
社
会
勉

強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
県
警
本
部
、
知
事
公
邸
を
見

学
し
、
県
庁
食
堂
で
昼
食
を
済
ま
せ
た

後
、
県
立
図
書
館
を
訪
れ
、
学
校
行
事
と

は
ま
た
少
し
違
っ
た
雰
囲
気
の
社
会
見
学

で
し
た
。

　

最
近
話
題
の「
布
ぞ
う
り
」。
和
の
雰
囲

気
が
素
敵
で
、
ス
リ
ッ
パ
と
違
い
洗
濯
機

で
洗
え
、
木
綿
地
で
作
れ
ば
、
歩
き
な
が

ら
の
床
掃
除
に
も
な
り
、
い
い
こ
と
ず
く

め
で
若
い
人
に
も
人
気
急
上
昇
中
で
す
。

　

安
部
地
区
公
民
館

　
　
　

社
会
勉
強
会

　

八
東
公
民
館
祭
で
の
体
験
教
室
で
好
評

に
つ
き
、　

月　

日
（
土
）
丹
比
地
区
公

１１

１５

民
館
で
、
安
部
地
区
公
民
館
の
吉
田
館
長

を
講
師
に
布
ぞ
う
り
づ
く
り
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

丹
比
地
区
公
民
館

　

布
ぞ
う
り
づ
く
り
教
室��������	
��

��������	
��
���������������	
��
�

　
　

月　

日
（
土
）、
子
ど
も
教
室
「
忍
者

11

22

体
験
を
し
よ
う
！
」
を
開
催
し
、
参
加
し

た
小
学
生
ら
は
郡
家
東
地
区
公
民
館
近
く

の
野
山
に
登
り
、
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
や
綱

渡
り
な
ど
の
忍
術
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
木
の
上
に
登
る
と
高

く
て
少
し
怖
か
っ
た
け
ど
、
や
っ
て
み
る

と
面
白
い
。」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
、
森
の

中
を
駆
け
巡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

下
山
後
は
、
手
裏
剣
や
吹
き
矢
に
も
挑

戦
し
、
思
い
通
り
に
的
に
当
た
る
と
満
面

に
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
教
室

　
　

忍
者
体
験

��������	
��
���

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　
　

月　

日
（
土
）、「
ふ
る
さ
と
探
訪

11

15

ウ
ォ
ー
ク
」
郡
家
コ
ー
ス
を
開
催
し
、
戦

国
時
代
に
旧
因
幡
国
内
で
も
有
数
の
中
世

の
山
城
で
あ
っ
た
「
市
場
城
跡
」（
標
高
２

７
６
メ
ー
ト
ル
の
山
）
に
登
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
柱
跡
や 
曲  
輪 
、 
竪  
堀 
な
ど

く
る 
わ 

た
て 
ぼ
り

城
の
構
造
物
や
歴
史
に
つ
い
て
、
解
説
を

受
け
な
が
ら
山
城
を
登
り
、
当
時
の
雰
囲

気
の
一
端
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発
見
し
た
参
加

者
は
、「
自
然
を
感
じ
な
が
ら
面
白
い
物

が
見
ら
れ
、
健
康
に
も
い
い
で
す
し
楽
し

い
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

  
ふ
る
さ
と
探
訪
ウ
ォ
ー
ク

   
「
市
場
城
跡
」を
巡
る
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郡家図書館  八頭町宮谷256-4  �（0858）72-6660
船岡図書室  八頭町船岡539-1  �（0858）72-3970
八東図書室  八頭町北山48-1 � �（0858）84-6622

http:// l ibrary.town.yazu.tottor i . jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら

▲

八東図書室船岡図書室郡家図書館

１月11日（日）
15:00～15:30
１月28日（水）
16:00～16:30

１月28日（水）
16：00～16：30

１月17日（土）
えほん15：00～15：20
おはなし15：30～15：50

日  時

おはなし会　※申込不要・大人も入れます

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

郡家図書館

船岡図書室

八東図書室

１ 論語と算盤������������� 渋沢栄一

２ 禁煙バトルロワイヤル�������� 太田 光

３ アンのゆりかご����������� 村岡恵理

４ 小さな男・静かな声��������� 吉田篤弘

５ ガジュマルの家����������� 大島孝雄

６ りんご 津軽りんご園の1年間�����叶内拓哉

１ オバマ語録������������ オバマ〔述〕

２ 残るは食欲������������ 阿川佐和子

３ 近藤典子の収納の基本����� 主婦の友社 編

４ 蓮池流韓国語入門����������� 蓮池薫

５ エディプスの恋人���������� 筒井康隆

６ つきよのかいじゅう ��������� 長新太

１ あきらめるのはまだ早い Ⅰ～Ⅲ��� 渡辺淳一

２ 村上式シンプル英語勉強法������ 村上憲郎

３ あな吉さんのゆるベジ１０分レシピ��� 浅倉ユキ

４ ジョーカー・ゲーム���������� 柳広司

５ 綺麗な生活������������� 林真理子

６ シノダ！魔物の森のふしぎな夜���� 富安陽子

１月のカレンダー
土金木水火月日

３２１

10９８７６５４

17161514131211

24232221201918

31302928272625

休館日 開館時間 10：00～18：00

新しい自分になる！

くらしと仕事のススススススススススススススススススススススススススススススススススススススッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリスッキリ講座
第１回　くらし編

「プロが教える収納のコツ」

　2009年１月24日（土）13：30～15：00

第２回　しごと編

「能率アップの整理術」

　2009年２月７日（土）13：30～15：00

　■講　師：来田　裕子さん

　　(一級建築士・インテリアコーディネーター・キッチンスペシャリスト)

　■会　場：郡家保健センター

　■参加費：無料

　■定　員：各30名（先着順）　

■申込締切：第１回　1/17まで、第２回　1/31まで

＊どちらか１回のみの受講も可能。

＊講座終了後に講師との茶話会（45分程度）があ

ります（当日会場で受付。お子様と参加できます）。

＊託児サービスあります（15：00まで）

♪お申し込みは各図書館（室）まで。

電話・FAX・メールでの申し込みも可能です。

��������	
��
　お裁縫がにがてな方、作りたいけど作り方がわ

からないという方など、初心者さん向けの布絵本

講座です。

日　時　第１回：１/18（日）14：00～16：00

　　　　第２回：２/１（日）14：00～16：00

　　　　第３回：２/15（日）14：00～16：00

会　場　郡家公民館

参加費　600円程度（材料費として）　　　　　　

定　員　10名（先着順）

対　象　高校生以上

申込締切　１/11（日）まで

　＊託児サービスあります。

　＊最低２回(特に最終日)は受講してください。

　＊お申し込みは各図書館（室）まで。

　電話・FAX・メールでの申し込みも可能です。
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私
も
親
に
な
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
四
半
世

紀
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。今
思
う
と
、
若
い

頃
の
私
に
と
っ
て
、
同
和
教
育
は
一
般
教
養

で
あ
り
、
自
分
自
身
の
「
課
題
」に
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
家
で
子
ど
も
た
ち
に
、「
差
別
は

許
せ
な
い
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
し
、「
部
落

解
放
を
！
」
こ
れ
が
自
分
の
本
音
だ
と
信
じ

て
い
ま
し
た
。同
和
教
育
の
研
修
に
進
ん
で

参
加
す
る
こ
と
で
「
自
分
は
、
同
和
問
題
の

学
習
を
深
め
て
い
る
。」
と
自
己
満
足
に
浸
っ

て
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
勘
違
い
に
気
づ
か
せ
、
少
し
ず
つ

変
え
て
い
っ
て
く
れ
た
の
が
、
研
修
、
研
究

集
会
で
の『
出
会
い
』で
し
た
。

　

三
十
代
の
始
め
の
頃
、
初
め
て
参
加
し
た

全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会（
熊
本
）

の
分
科
会
で
の
こ
と
で
す
。参
加
者
の
一
人
が

「
同
和
問
題
に
は
命
が
か
か
っ
と
る
。い
い
加
減

な
気
持
ち
で
し
て
も
ら
っ
た
ら
困
る
！
」
と
強

く
言
わ
れ
ま
し
た
。「
こ
れ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
人

権
問
題
に
も
言
え
る
こ
と
だ
。み
ん
な
命
が
け

な
ん
だ
。」
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

知
識
と
し
て
は
当
然
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

心
の
底
か
ら
絞
り
出
さ
れ
た
飾
り
の
な
い
本

音
が
、
今
ま
で
の
自
分
の
姿
勢
に
疑
問
を
投

げ
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。『
差
別
を
な
く
す
行

動
を
し
て
い
な
い
の
に
、
わ
が
子
の
前
で「
差
別

を
な
く
し
よ
う
。」
な
ん
て
言
え
る
の
か
？
』
と

い
う
疑
問
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
自
分
に
は
も
ち
ろ
ん
、
子

ど
も
に
も
「
建
前
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
い
い
か
ら
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
実

践
し
よ
う
。」と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
手

話
を
習
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
、
そ
の
人
と
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。そ

の
繋
が
り
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
は
、
障
が
い

が
あ
る
こ
と
は
、
不
便
で
あ
っ
て
も
不
幸
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

人
は
共
に
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。だ

か
ら
、
一
人
で
出
来
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

周
り
の
人
に
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
い

の
で
す
。誰
か
の
助
け
を
借
り
て
道
路
を
渡

る
こ
と
は
弱
音
を
吐
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う

か
。そ
れ
は
、
決
し
て
弱
音
を
吐
く
こ
と
で

は
な
く
、
自
立
し
て
い
な
い
こ
と
で
も
な
い
の

で
す
。障
が
い
を
持
つ
人
々
は
堂
々
と
「
こ
れ

し
て
」「
あ
れ
し
て
」
と
求
め
て
い
い
は
ず
で

す
。例
え
ば
、
乳
母
車
に
赤
ち
ゃ
ん
を
乗
せ

た
母
親
は
「
階
段
を
上
る
の
を
手
伝
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
周
り
に

い
る
人
に
頼
ん
で
い
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
い
つ
自
分
が
助
け
を
必
要
と
す
る

側
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ケ
ガ
を
し
た
り
、

歳
を
と
っ
た
時
に
は
誰
か
に
助
け
を
借
り
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。知
人
で
あ
る
な
し
に
関

わ
ら
ず
、
周
り
の
人
が
ま
っ
た
く
当
た
り
前
の

こ
と
と
し
て
助
け
た
り
、
助
け
ら
れ
た
り
、
そ

ん
な
皆
が
共
に
生
き
る
社
会
に
な
る
こ
と
が
、

な
ぜ
難
し
い
の
で
し
ょ
う
。一
体
な
に
が
私
た

ち
を
分
断
し
、
疎
外
し
、
遠
い
存
在
に
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。　

　

先
日
、
車
椅
子
で
生
活
さ
れ
て
い
る
障
が

い
の
あ
る
方
を
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
ま
で

送
迎
し
ま
し
た
。そ
の
短
い
時
間
の
中
で
、

多
く
の
「
気
づ
き
」
を
も
ら
い
ま
し
た
。移
乗

介
助
・
口
腔
ケ
ア
・
排
泄
介
助
・
ベ
ッ
ド
へ
の

移
動
介
助
・
更
衣
介
助
な
ど
…
人
に
助
け

を
求
め
る
人
は
、
実
は
、
人
を
助
け
る
と
い

う
素
晴
ら
し
い
機
会
を
私
た
ち
に
提
供
し

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。力
を
借
り
た
人
の

「
あ
り
が
と
う
」
と
同
時
に
、
力
を
貸
し
た

人
も
、
そ
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
て
「
あ
り

が
と
う
」な
の
で
す
。『
出
会
い
』か
ら
大
切
な

心
と
温
も
り
を
も
ら
い
、
人
と
人
が
繋
が
っ

て
い
く
の
で
す
。

　
「
知
ら
な
い
で
い
る
こ
と
自
体
が
罪
！
」「
行

動
の
な
い
感
動
は
感
動
じ
ゃ
な
い
。」「
感
じ
よ

う
！
感
じ
た
ら
行
動
し
よ
う
！
」
こ
れ
か
ら

も
、
人
と
の
『
出
会
い
』
を
大
切
に
学
び
、
素

敵
な
生
き
方
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

青
少
年
健
全
育
成
八
頭
町
民
会
議
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
団
体
の
実
践
に

学
び
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
を
取
り

入
れ
て
今
後
の
活
動
に
い
か
し
て
い
こ
う

と　

月
３
日
（
水
）
船
岡
公
民
館　

大
集

12
会
室
で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

こ
ど
も
未
来

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
楠
本
理
事
、
大
江
地
域

み
ま
も
り
隊
の
浦
林
隊
長
に
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ

き
、
活
動
を
続
け
て
い
く
中
で
の
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育

て
よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
と
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
が
健
全

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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�
�
�
�
�
�
�
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ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　

都
市
と
地
方
の
税
収
の
格
差
是
正
な
ど
を
目
的
に
、
住
ん
で
い
る
自
治
体

に
納
め
る
個
人
住
民
税
の
一
部
を
他
の
自
治
体
に
回
せ
る
よ
う
に
す
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
」の
仕
組
み
が
で
き
、
八
頭
町
に
お
い
て
も
、
平
成　

年
度
か
ら

20

条
例
を
定
め
、「
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
」を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

八
頭
町
で
は
、
現
在
本
町
の
将
来
像
で
あ
る「
人
が
輝
き
・
集
い
・
夢
広
が

る
ま
ち
」
を
築
く
た
め
、
今
ま
で
育
ん
で
き
た
個
性
や
伝
統
を
尊
重
し
な
が

ら
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
守
り
、
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
活
力
あ
る
町

民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る
ご
寄
附
は
、
八
頭
町
が
進
め
る
町
づ
く
り
の
力

強
い
応
援
団
と
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
貢

献
し
た
い
、
自
分
と
の
関
わ
り
が
深
い
地

域
を
応
援
し
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
を
形

に
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
町
に
対
し
て

「
寄
附
」
を
行
っ
た
場
合
、
5,
0
0
0
円

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税

の
お
お
む
ね
１
割
を
限
度
と
し
て
、
所
得

税
と
合
わ
せ
て
、
控
除
す
る
も
の
で
す
。

　

寄
附
を
し
た
翌
年
に
、
寄
附
者
は
八
頭

町
が
発
行
し
た
「
寄
附
金
受
領
証
明
書
」

を
持
っ
て
、
住
所
地
等
の
所
轄
の
税
務
署

若
し
く
は
現
在
お
住
ま
い
の
市
区
役
所
又

は
町
村
役
場
税
務
担
当
課
で
期
限
内
に
確

定
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
税
金
の
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
控
除

に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。）

　

税
金
控
除

� �����������������

� �����������������

Information

寄附金額 
（円）

件数 
（人）寄附項目（分野）

0０�生活安全に関する事業

100,000２�健康・福祉に関する事業

0０�コミュニティに関する事業

0０�環境保全に関する事業

0０�農林水産業に関する事業

0０�商工業に関する事業

500,000１�教育・文化に関する事業

200,000２�その他町長が必要と認める特定の事業

800,000５計

≪寄附状況≫　　　　（2008.11.15現在）
１．分野別寄附数 

２．地域別寄附数

寄附者数（人）寄附者お住まいの地域

１八　頭　町　内

４八　頭　町　外

０鳥取県内の他の市町村

４鳥取県外の他の市区町村

１首都圏内

１関 西 圏

２その他の地域

５計

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金

は
、
次
の
８
つ
の
施
策
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
「
寄
附
申
込
書
」を
提
出
し
て
い
た
だ
く

際
に
、
お
選
び
い
た
だ
き
ま
す
。

①　

生
活
安
全
に
関
す
る
事
業

②　

健
康
・
福
祉
に
関
す
る
事
業

③　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
事
業

④　

環
境
保
全
に
関
す
る
事
業

⑤　

農
林
水
産
業
に
関
す
る
事
業

⑥　

商
工
業
に
関
す
る
事
業

⑦　

教
育
・
文
化
に
関
す
る
事
業

⑧　

そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
特
定

の
事
業

　

寄
附
金
の
使
い
道

 
八
頭
町
役
場
総
務
課  

�　

―
０
２
０
１ 

76

 
船
岡
支
所
住
民
課 
� 

�　

―
０
０
４
４ 

72

 
八
東
支
所
住
民
課 
� 

�　

―
１
２
２
２ 

84

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
」（
ふ
る

さ
と
納
税
）に
つ
い
て
、職
員
が
直
接

訪
問
し
た
り
、電
話
等
で
強
要
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」を
か
た
っ
た
詐

欺
行
為
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�

������������
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�

寄
附
の
申
込
及
び
問
合
わ
せ
先
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　１．農地法の規定による許可申請

　　　（所有権移転・使用貸借）13件　

　　　（転用）２件

　２．非農地証明申請　31件

　３．農用地利用集積計画の決定　

　　　（賃貸借・使用貸借）108件

　４．農業振興地域整備計画の変更　１件

　５．特定農用地利用規程の認定　１件

　６．標準農地リース料（小作料）の決定

　７．地籍調査に伴う農地の地目変更につ

いて　392件

●���

　・ 合意解約　16件

　・ 農地法の規定による許可の取消し  １件

��������	
��


　平成21年1月13日（火）

　（※申請書は毎月25日までに提出してくださ

い。翌月の定例農業委員会で審議します。）

【提出・お問い合わせ先】

��������	�������
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Information

町長へ建議書提出町長へ建議書提出
農業委員会

　農業委員会は、12月16日に町長に平成21年度

に向けての建議書を提出しました。建議内容は次

のとおりです。

１．耕作できる環境整備について

　　機械等の設備的な条件が整わないが耕作意欲

のある方に、小規模でも耕作できる環境を整備

し農業振興を図ること。

２．米の消費拡大について

　　学校給食の米飯給食の回数を増やすこと。ま

た、パン給食においては米粉パンを利用するな

ど米の消費拡大に一層の努力を図ること。

３．畑作の推進について

　　トウモロコシ、菜種、ハトムギなどの作付け

の推進や販売への支援を行い、収益が上がる畑

作の推進を図ること。

　近年、県東部でヌートリア、アライグマの目撃
情報が増えており、兵庫県境から西に生息域が広
がりつつあると考えられます。
　八頭町においても、私都川、八東川でヌートリ
アが目撃されていますし、郡家地域ではアライグ
マが目撃されています。
　ヌートリアはビーバーに似た動物で、完全な草
食です。稲、スイカ、キャベツ、ブロッコリーなど
農作物に被害が拡大する可能性が高いものと懸
念されます。

　また、アライグマは一見かわいらしいですが、
歯や爪が鋭くとても凶暴です。雑食性で、トウモロ
コシやスイカをはじめ、農作物を食べたり、家屋に
侵入するなどの被害が発生します。
　ヌートリア、アライグマの生息域の拡大を防ぐ
ため、目撃された場合には、
��������������������

��������	
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へご連絡ください。

������ �����

　ヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌヌーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアラララララララララララララララララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイググググググググググググググググググググググググググググググググママママママママママママママママママママママママママママママママのののののののののののののののののののののののののののののののの目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報ををををををををををををををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。ヌートリア、アライグマの目撃情報をお寄せください。　
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　12月５日に標準農地リース料（小作料）協

議会を開催し、米の価格や米生産費を参考に

県下の状況などを勘案し、協議しました。

　その意見を参考に12月８日の農業委員会

で「現行のとおり」と決定しました。
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叙勲のお知らせ

Information

 叙位叙勲　旭日単光章

 故・ 岡  村 　 久  満  男  氏（ 大  江 ）
おか むら く ま お おお え

　去る８月24日にご逝去された岡村久満男

氏は、旧船岡町議会議員として町政の進展に

尽力され、叙位叙勲「旭日単光章」を受章され

ました。

　謹んで、ご冥福をお祈りいたします。

自衛隊音楽隊「ふれあいコンサート」

　海上自衛隊舞鶴音楽隊による「ふれあいコ

ンサート」を次のとおり開催します。

【日時】平成21年１月18日(日)

       　　開場午後１時～　開演午後２時～

【場所】とりぎん文化会館　梨花ホール

【入場】入場無料ですが、事前に整理券が必

要です。整理券に関することは、下記

の「問い合せ先」にご確認ください。

【問い合せ先】

自衛隊鳥取募集案内所  �(0857)26-4019

または、

自衛隊鳥取地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/tottori/を

ご覧ください。

ご存じですか？「検察審査会」

　交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被害に

あい、警察や検察庁に訴えたが、検察官がその

事件を起訴してくれない、このような不満を

お持ちの方は検察審査会にご相談ください。

相談や申し立てについての費用は一切無料

で、秘密は固く守られます。

　検察審査会は、選挙権を有する国民の中か

ら「くじ」で選ばれた11人の審査員が、検察官

が事件を起訴しなかったことのよしあしを審

査します。

　詳しくは、鳥取検察審査会事務局

　�（0857）22-2171へお問合せください。

八頭町観光パンフレット協賛店募集

　八頭町観光協会が作成する観光パンフレッ

トに、あなたのお店（旅館、飲食、食料品、土産

物など）を掲載し、ＰＲしてみませんか？

　申込みは、平成21年１月23日（金）まで。

　先着20店舗様です。広告掲載には協賛金等

が必要です。条件等詳細については下記にお

問い合せください。

【お問い合せ・申込先】

八頭町観光協会事務局(役場産業課内)�76-0208

八頭町商工会　�72-2113

「八頭町めぐりスタンプラリー」
冊子の協賛店募集

　2009鳥取・因幡の祭典八頭町核イベント

実行委員会では、“八頭町を探訪しスタンプを

集めて豪華賞品をゲットしょう”「八頭町めぐ

りスタンプラリー」を春と秋の２回計画して

います。スタンプラリー冊子に、あなたのお店

（旅館、飲食、食料品、土産物など）を広告して

みませんか。

　申込みは、平成21年１月23日（金）まで。

　先着30店舗様です。広告掲載には協賛金等

が必要です。条件等詳細については下記にお

問い合せください。

【お問い合せ・申込先】

2009鳥取・因幡の祭典八頭町核イベント実

行委員会事務局（役場産業課内）�76-0208

八頭町商工会　�72-2113

世界砂像フェスティバル
ボランティア募集

　世界一の砂の彫刻家を決める世界選手権の

砂像制作補助やフェスティバルの運営に参加

する人を募集しています。

　詳しくは、2009鳥取・因幡の祭典実行委員

会のホームページをご覧いただくか下記まで

お問い合せください。締切は2月27日（金）。

【お問い合せ・申込先】

世界砂像フェスティバル　ボランティア担当

(鳥取市役所協働推進課)�(0857)20-3182

ホームページhttp://www.tottori-inaba.jp/
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残り17区画　お申込はお早めに

Information

八頭町桜ケ丘の「八頭町分譲宅地造成工事」が2008年12月10日完成しました。八頭町桜ケ丘の「八頭町分譲宅地造成工事」が2008年12月10日完成しました。

過疎化が進む中、住民の町外への流出を食い止め、過疎化が進む中、住民の町外への流出を食い止め、

また、県外や町外在住者の転入を促すのが目的です。また、県外や町外在住者の転入を促すのが目的です。

低価格なベッドタウンとして、若者にマイホーム実現の支援になればと低価格なベッドタウンとして、若者にマイホーム実現の支援になればと

過疎地域集落等再編整備事業として2007年度から造成がスタートしました。過疎地域集落等再編整備事業として2007年度から造成がスタートしました。

2003年度から3年で完売した第1次分譲地（新宿団地）に隣接して造られました。2003年度から3年で完売した第1次分譲地（新宿団地）に隣接して造られました。

完売後は、第1次分譲地と合わせて約50世帯規模の集落となります。完売後は、第1次分譲地と合わせて約50世帯規模の集落となります。

分譲地造成面積は約12,120平方㍍。33区画を整備しました。分譲地造成面積は約12,120平方㍍。33区画を整備しました。

１区画は70坪～81坪で、１坪当たり５万２千円からの分譲価格です。１区画は70坪～81坪で、１坪当たり５万２千円からの分譲価格です。

隣接する２区画の同時購入も可能です。隣接する２区画の同時購入も可能です。

入居条件は分譲契約してから３年以内に住宅建設を着工することと、入居条件は分譲契約してから３年以内に住宅建設を着工することと、

住民票を同町に移すことの２点です。住民票を同町に移すことの２点です。

既に、16区画の購入申し込みを受け付けています。既に、16区画の購入申し込みを受け付けています。

問い合せ、申し込みは問い合せ、申し込みは �� 76-0206 役場建設課へ。 76-0206 役場建設課へ。

売買価格
（消費税込み）
（円）

売買単価
(円/�）

坪数面　積
(�)

区画
番号

4,146,94516,50076251.331

3,945,72415,70076251.322

3,958,59815,70076252.143

3,959,22615,70076252.184

3,956,40015,70076252.005

3,961,73815,70076252.346

3,955,92915,70076251.977

3,874,03516,50071234.7914

3,689,34315,70071234.9915

3,689,34315,70071234.9916

3,872,38516,50070234.6917

4,242,92515,70081270.2523

4,241,04115,70081270.1324

4,463,41516,50081270.5125

4,123,29115,70079262.6331

4,130,82715,70079263.1132

4,334,38516,50079262.6933

※売買価格は、消費税、下水道加入金、集会所建築負担金も含みます。 
※上水道加入金(メーター代金含む)が必要です。20ミリ194,700円、13ミリ140,400円。

������

������
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上水道の適正な管理のお願い

�水道メーターの検針にご協力を
　毎月１日から10日の間、各地域の検針員さ
んが水道メーターの検針を行っています。積雪
時は、メーターボックスの場所が見つかりにくく、
定期的な検針の妨げとなることがあります。そこ
で、積雪時には水道メーターボックス周辺の除
雪にご協力お願いします。また、以下の点にもご
注意ください。
�メーターボックスの上に物を置かない、駐車
しないようにしてください。
�犬は出入り口や、水道メーターから離れた場
所につないでおいてください。

�水道管を凍らせないようにしましょう�
　気温がマイナス４℃ 以下になると、防寒の不
完全な水道管は凍ったり、破裂したりします。冬
季は必ず防寒しましょう。夜間に少しずつ水を流
すのも予防になります。
���������	


　管がむき出しになっているもの
　屋外にあるもの
　風当たりが強いところにあるもの
�����������	
��
�

　自然に解けるのを待つか、凍った部分にタオ
ルをかぶせて、その上からゆっくりぬるま湯をか
けて温めます。熱湯を直接かけると破裂する恐
れがあります。
���������	


　メーター器ボックス内の止水栓を閉める等の
応急手当をしてから、八頭町指定工事業者
（メーター器から宅内側の漏水修繕は、自己負
担となります）へ修理を申し込みください。

�宅内の漏水点検は、定期的に行いましょう�
　生活実態が変わらないのに、急に水道使用
水量が増えた。晴れているのに不自然な水た
まりがある。このような場合は、漏水の可能性
があります。ご家庭の蛇口を全部閉め、メー
ターボックス内の水道メーターを定期的にご
確認ください。
　蛇口を全部閉めても、水道メーター内のパ
イロット（銀色のコマ）が回り続ける場合は、
漏水が考えられます。この場合は、早急に八頭
町指定工事業者（メーター器から宅内側の漏
水修繕は、自己負担となります）へ修繕を依頼
してください。

水道料金等の口座振替のおすすめ

　上下水道課では毎月の水道料金及び公共下

水道料金･農業集落排水使用料の納付につき

まして平成21年度を目途に口座振替への移

行をおすすめしております。

　口座振替をご利用いただきますと、毎月支

払いにお出かけにならなくてもよく、また納

め忘れも防げ、大変便利です。

　手続きに必要な口座振替依頼書は、役場上

下水道課及び各支所産業建設課にあります。

������

�お申込みいただいてから手続きが完了する

までに、1～2ヶ月かかる場合があります。

�預金残高が不足の場合は振替ができませ

ん。振替日は毎月末ですので、前日までに

残高をご確認ください。

　請求書及び領収書の発行はいたしません。

通帳によりご確認ください。事前に、金額を

お知りになりたい場合は、役場上下水道課ま

たは各支所産業建設課へ電話でお問い合わせ

ください。

【お問い合せ先】 

　本　　庁　上下水道課　� 76-0207

　船岡支所　産業建設課　� 72-3973

　八東支所　産業建設課　� 84-1228

鳥取県の最低賃金

　この最低賃金は、最低賃金法に基づいて決

定されたものです。

　鳥取県内で、使用者はこれより低い賃金で

労働者を使用することはできません。

　　　　

　　　　

※ 詳細は、鳥取労働局労働基準部賃金室

　�0857-29-1705又は鳥取労働基準監督署

　�0857-24-3211へお問い合せください。

�������

１時間���円 発効年月日：平成20年10月26日

��������	
�

発効年月日：
平成20年
12月25日

１時間

����

鳥取県電子部品等、
電気機械器具、
情報通信機械器具
製造業最低賃金

発効年月日：
平成20年
12月27日

１時間

����

鳥取県各種商品
小売業最低賃金
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　12月になり、秋も深まり真っ赤な紅葉や色づいた
銀杏の木や、ちょうど食べ頃の柿の木のある八頭町
の風景は、美しい絵画を見ているようです。
　11月の福祉課の研修では、八頭町内の保育所
を訪れました。韓国では、幼稚園で教育を受ける
子どもが多く、５歳から入園することが出来ます
が、共稼ぎ夫婦が多い韓国にも０歳から受け入れ
てもらえる保育所が必要だと思いました。保育所
での交流は、子ども達とたくさん触れ合い、楽し
い時間を過ごせましたが、韓国にいる息子のこと
をふっと思い出してしまいました。
　韓国は、日本に比べると湿気が少なく乾燥して
いるため、山火事がよく起こります。山火事の多
い春は、 横  城 郡庁の全職員が山火事予防のため

フェン ソン

に週末も出勤します。八頭町は、火災予防の広報
を消防車で行い、火事が起きた時もその消防車で
消火をします。 横  城 郡庁内には消防車がないの

フェン ソン

で、八頭町のような消防車があれば、急に山火事
が起こっても迅速な対応が出来ると思いました。
　また、11月末から船岡公民館で火曜・木曜日の
週２回、６回にわたって韓国語講座をしました。
講座を受講された方は18名で、韓国に対して関
心を持っておられると知り、とても驚きました。
全６回の講座のうち、４回は、韓国語を学び、５
回目は、韓国で一番有名な歌「マンナム」（出会い）
を、最後の講座では、「チヂミ」を作りました。韓
国語は、発音が難しく、文字も書きにくいもので
すが、熱心に学ばれる皆さんの姿に感動を覚えま
した。また、私よりも韓国のドラマをよく知って
いる方が多く、「近くて遠い国」と言われていたの
は、遠い昔の話だと思いました。
　研修期間が残り１カ月となりました。終わりが近づく
に連れて毎日が忙しく充実しています。最後まで頑
張って笑顔で研修を終えたいと思います。
 ������ 韓国　 横  城 郡庁　研修生　 李 　 成  珍 

フェン ソン イ ソン ジン

��������	
��

年 齢ところ名 前日 付お
く
や
み

72歳(北　山)鈴木　綾子11月11日

87歳(日下部)木�　君子13日

91歳(日　田)小谷みきゑ14日

82歳(重　枝)土井　正美17日

85歳(奥　谷)福田　貞夫21日

91歳(久能寺)村田　　緑22日

84歳(久能寺)尾�あや子24日

87歳(久能寺)森田美佐枝28日

87歳(　南　)竹内　荘吉28日

93歳(徳　丸)山�　文子12月  1日

80歳(上峰寺)川上　美代2日

55歳(徳　丸)井上　孝喜3日

96歳(下門尾)井上あつ子6日

84歳(丸　山)浦林　節子9日

80歳(土師百井2)森木　久藏9日

おとうさん･おかあさんところ名 前誕生日お
め
で
た

朋　丈・ゆかり(上大坪)木下　　 陽 
はる

11月４日

哲　一・章　子(門　尾)小谷　 紘  大 
ひろ と

18日

伸　一・美　香(南が丘)三島　 遼  大 
りょう た

18日

秀　行・友　恵(上峰寺)加藤　 風  雅 
ふう が

22日

義　人・暁　英(すくも塚)中西　 駿  介 
しゅん すけ

28日

健一郎・友　恵(米　岡)山本　 成  基 
なる き

28日

世帯数　　5,859世帯  （ ＋７）    
総人口　19,691人  （ －６）    
　　男　 9,487人 � （ －７）    
　　女　10,204人 � （ ＋１）    

八頭町の
世帯数と人口

12月１日現在
（　　）内は前月比

ひとのうごき　平成２０年１２月１０日届出現在  （敬称略） こんに
ちは！
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男女共同参画啓発シリーズ◯３２ 

ノーベル賞にみる女性
　2008年ノーベル賞授賞者が決定し、日本
からは６年ぶりに４名の方が同時受賞とい
う快挙を成し遂げました。明治34年（1901
年）から始まったノーベル賞の受賞者・団体
数はこれまでに760余りとなっています。
　このうち、初の女性ノーベル賞受賞者は
ラジウム発見等で名高いマリー・キュリー博
士でした。以来これまでの女性の受賞者は
40名余りで、全体のわずか５％です。日本
人の女性受賞者はいません。
　ノーベル賞は科学・文化を映し出す鏡であ
り、女性の受賞者が少ないことは、科学分野
における女性の地位を反映しているとも言
えます。今後は、あらゆる分野に女性が進
出していくことが期待されます。
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男男女女共共同同参参画画フフェェスステティィババルル開開催催

�������

　女性も男性も、すべての人が自分らしく生きられ
る社会の実現をめざして、男女共同参画フェスティ
バルを開催します。
　映画・講演・シンポジウム・展示等が行われます
ので、多数の方がご参加ください。

���　平成21年１月31日(土) 10:00～
���　八東体育文化センター
　　　　（八頭町富枝　八東中学校隣）

1部〔男女共同参画シンポジウム〕　　
�����������	
�	�
������

　～女性が幸福にならなければ、世界は平和になりません～

　＊ベアテは、６カ国語が堪能であったことから、戦後ＧＨ
Ｑの一員となり、日本国憲法の草案委員会のただ一人
の女性として憲法草案にかかわる。日本国憲法第14条
人権と第24条の男女平等はベアテ自身の情熱に支えら
れてこの条文が書き加えられたものです。ベアテから
日本の女性たちへの贈りものです。

�������������	


　　「ベアテの贈りもの」から見えるもの
　　　「ベアテの贈りもの」映画監督　藤原智子さん

���������	
�

　����
　　「男女平等とワーク・ライフ・バランス」
����������

　　山崎かおるさん
　　（男女共同参画推進会議）

������

　　滝田　修さん（人権擁護委員）
　　来田裕子さん（女性企業家）
　　毛利尊子さん（農業経営者）
　　西川淳次さん（小中PTA連絡協議会長）
����

　　藤原智子さん
　　（ベアテの贈りもの映画監督）

2部〔男女共同参画講演会〕　
������������		


　　アトラクション・寸劇　など
�������������	
���		

「自分を生きる」
　～ドラマの世界にみる女性たち～
　　講師：小林由紀子さん（ドラマ・プロデューサー）
　＊元ＮＨＫ番組制作局長。
　　　「おしん」「たけしくん、ハイ！」「翔ぶが如く」など
のヒット番組を生み出す。TBS「ブロードキャスター」
のゲストコメンテーターなども努めた。また、「サラ
リーウーマンの幸せ研究所」などの著書も手がける。

�����������������������	
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